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「

お

な

じ

蓮

に

」

考

細

田

季

男

は

じ

め

に

和

製

漢

語

「

一

蓮

托

生

」

の

成

立

は

平

安

朝

を

相

当

に

降

る

も

の

の

、

極

楽

の

蓮

の

上

ま

で

も

変

わ

ら

ぬ

思

い

で

い

た

い

ー

「

お

な

じ

蓮

に

」

と

い

う

願

い

が

は

っ

き

り

と

表

出

さ

れ

る

の

は

『

源

氏

物

語

』

が

最

初

で

あ

る

。

本

論

で

は

ま

ず

、

こ

う

し

た

願

い

が

ど

、

の

よ

う

な

過

程

を

経
て

文

学

作

品

に

登

場

す

る

に

至

っ

た

の

か

を

探

っ

て

み

る

こ

と

と

す

る

。

ま

た

『

紫

明

抄

』

は

後

掲

４

「

鈴

虫

、

５

「

み

の

り

」

の

用

例

の

出

典

と

し

て

、

唐

中

期

の

僧

法

照

の

『

浄

土

五

会

念

仏

略

法

、

」

事

儀

讃

』

所

収

「

往

生

楽

願

文

」

の

一

節

「

一

々

池

中

花

尽

満

、

花

々

惣

是

往

生

人

、

各

留

半

座

乗

花

葉

、

待

我

閻

浮

同

行

人

」

を

挙

げ

た

。

そ

の

後

古

注

は

こ

う

し

た

指

摘

を

繰

り

返

す

こ

と

と

な

り

、

そ

れ

は

現

代

の

古

典

の

注

釈

書

類

に

も

及

ん

で

い

る

が

、
こ

の

こ

と

に

つ

い
て

も

今

一

度

検

証

し

て

み

る

こ

と

と

す

る

。

「

五

会

念

仏

」

は

、

唐

代

の

僧

法

照

（

生

年

、

寂

年

、

世

寿

と

も

に

未

詳

）

が

制

定

し

た

勤

行

式

で

、

念

仏

を

五

段

階

に

分

け

て

唱

え

る

と

こ

ろ

か

ら

そ

の

名

が

あ

る

。

法

照

は

大

歴

元

年(
)

四

月

に

衡

山

弥

陀

台

で

九

〇

日

の

般

舟

三

昧

の

勤

行

を

す

る

誓

願

を

起

766

こ

す

。

そ

し

て

、

同

年

夏

、

二

七

日

目

の

念

仏

三

昧

を

修

し

て

い

る

時

、

禅

定

の

境

地

に

入

っ

て

阿

弥

陀

如

来

か

ら

授

け

ら

れ

た

も

の
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で

あ

る

と

い

う

「

五

会

」

に

つ

い
て

法

照

は

『

浄

土

五

会

念

仏

略

法

事

儀

讃

（

年

頃

、

一

説

に

徳

宗

の

代

～

年

成

立

）

。

』

779
779

805
本

に

「

五

と

は

会

に

し

て

是

れ

数

な

り

、

会

と

は

集

会

な

り

。

彼

の

五

種

の

音

声

は

緩

よ

り

急

に

至

り

て

唯

仏

法

僧

を

念

じ

て

更

に

雑

念

な

し

。

念

と

は

則

ち

無

念

に

し

て

、

仏

の

不

二

門

な

り

。

声

と

は

則

ち

無

常

第

一

義

な

り

。

故

に

終

日

仏

を

念

ず

れ

ど

も

恒

に

真

性

に

順

じ

、

終

日

、

生

ぜ

ん

こ

と

を

願

ず

れ

ど

も

常

に

妙

理

な

ら

し

む

」

と

し

、

具

体

的

に

は

、

第

一

会

は

平

声

に

し

て

緩

く

南

無

阿

弥

陀

仏

を

称

念

し

、

第

二

会

は

平

上

声

に

し

て

緩

く

称

念

し

、

第

三

会

は

非

緩

非

急

に

称

念

し

、

第

四

会

は

漸

く

急

に

称

念

し

、

第

五

会

は

阿

弥

陀

仏

の

四

字

の

み

を

転

た

急

に

称

念

す

る

と

い

う

方

法

を

説

く

。

さ

ら

に

は

同

書

に

お

い

て

、

こ

の

念

仏

の

法

が

「

こ

の

生

に

於

て

能

く

五

濁

煩

悩

を

離

れ

ん

と

す

。

五

苦

を

除

き

、

五

蓋

を

断

ち

、

五

趣

を

截

り

、

五

眼

を

浄

め

、

五

根

を

具

し

、

五

力

を

成

じ

て

菩

提

を

得

、

五

解

脱

を

具

し

て

速

か

に

能

く

五

分

身

法

を

成

就

す

（

中

略

）

こ

の

一

形

を

尽

く

さ

ば

、

頓

に

最

後

凡

夫

の

身

を

捨

て

。

785

て

極

楽

国

に

生

じ

、

菩

薩

の

聖

位

に

入

り

、

不

退

転

を

得

て

疾

く

菩

提

に

至

る

」

と

、

そ

の

利

益

を

あ

ら

わ

し

て

い

る

。

貞

元

（

～

）

の

頃

、

法

照

は

五

台

山

に

竹

林

寺

を

創

建

し

、

そ

の

後

開

成

五

年

（

、

承

和

七

年

、

十

五

日

間

に

わ

た

っ

て

こ

の

寺

に

804
840

）

（
１

）

滞

在

し

、

五

会

念

仏

を

伝

承

し

た

の

が

慈

覚

大

師

円

仁

で

あ

る

（

入

唐

新

求

聖

教

目

録

』

に

も

『

浄

土

五

会

念

仏

略

法

事

儀

讃

』

『

、

の

名

が

見

え

る

。

帰

朝

後

、

円

仁

は

こ

の

念

仏

を

叡

山

に

移

植

す

る

こ

と

と

な

る

が

、

こ

れ

が

天

台

的

浄

土

教

興

隆

の

直

接

の

起

源

）

。

、

、

、

「

、

で

あ

る

よ

っ

て

以

降

本

朝

の

天

台

の

僧

侶

は

も

と

よ

り

他

宗

の

僧

侶

や

貴

族

に

至

る

ま

で

こ

の

一

節

一

々

池

中

花

尽

満

（

２

）

花

々

惣

是

往

生

人

、

各

留

半

座

乗

花

葉

、

待

我

閻

浮

同

行

人

」

を

知

っ

て

い

た

蓋

然

性

は

高

い

。

以

下

に

『

浄

土

五

会

念

仏

略

法

事

儀

讃

』

本

末

所

収

「

往

生

楽

願

文

」

の

全

文

を

示

し

て

み

る

。

、

得

生

浄

土

報

師

恩

人

能

念

仏

仏

還

念

専

心

想

仏

仏

知

人
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一

切

迴

心

向

安

楽

即

見

真

金

功

徳

身

浄

土

荘

厳

諸

聖

衆

籠

籠

常

在

行

人

前

行

者

見

已

心

歓

喜

終

時

従

仏

坐

金

蓮

一

念

乗

台

到

仏

会

即

証

不

退

入

三

賢

一

々

池

中

花

尽

満

花

々

惣

是

往

生

人

寧

合

金

花

百

千

劫

不

願

地

獄

須

臾

間

各

留

半

坐

乗

花

葉

待

我

閻

浮

同

行

人

寄

語

娑

婆

修

行

者

念

々

精

勤

莫

睡

眠

乗

此

因

縁

生

浄

土

畢

命

為

期

到

仏

前

『

浄

土

五

会

念

仏

略

法

事

儀

讃

』

本

末

二

巻

（

浄

土

宗

全

書

６

末

往

生

楽

願

文

）

こ

こ

に

言

う

「

同

行

人

」

と

は

、

た

と

え

ば

『

摩

訶

止

観

』

巻

第

四

下

第

一

節

第

五

項

に

「

二

同

行

者

。

行

隨

自

意

及

安

楽

行

未

必

須

伴

。

方

等

般

舟

行

法

決

須

好

伴

。

更

相

策

発

不

眠

不

散

。

日

有

其

新

切

磋

琢

磨

。

同

心

斉

志

如

乗

一

船

。

互

相

敬

重

如

視

世

尊

。

是

名

同

行

」

と

あ

る

様

に

、

あ

く

ま

で

も

同

じ

修

行

を

積

ん

だ

者

同

士

の

謂

で

あ

る

こ

と

、

明

ら

か

で

あ

る

。

そ

う

し

た

者

同

士

に

。

し

て

初

め

て

、

極

楽

の

同

じ

蓮

に

並

ん

で

座

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る

。

そ

も

そ

も

男

女

の

情

愛

な

ど

に

絆

さ

れ

て

い

て

は

、

極

楽

往

生

す

ら

お

ぼ

つ

か

な

い

。

し

か

し

、

志

を

一

つ

に

し

て

同

じ

修

行

に

励

む

二

人

が

同

じ

蓮

に

化

生

す

る

と

い

う

表

現

が

、

本

朝

に

お

い

て

は

ど

う

し

て

ほ

と

ん

ど

男

女

、

と

り

わ

け

夫

婦

に

関

し

て

さ

か

ん

に

言

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

か

と

い

う

疑

問

が

こ

こ

に

生

じ

る

の
で

あ

る

。
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一

本

論

の

末

尾

に

挙

げ

た

表

の

上

三

段

は

「

世

を

越

え

た

男

女

の

契

り

、

思

い

、

縁

、

再

会

」

に

関

わ

る

和

歌

を

「

お

な

じ

蓮

に

」

、

、

の

願

い

が

初

出

す

る

『

源

氏

物

語

』

成

立

頃

ま

で

の

時

代

を

大

ま

か

に

区

切

っ

て

、

拾

っ

た

も

の

で

あ

る

。

た

だ

し

「

さ

き

の

世

」

、

や

「

わ

た

り

川

「

み

つ

せ

川

「

後

瀬

の

山

「

死

出

の

山

」

と

い

っ

た

、

来

世

へ

行

く

通

過

点

を

詠

ん

だ

も

の

は

、

今

回

の

考

察

、

」

」

」

に

直

接

関

わ

ら

な

い

も

の

と

し

て

、

除

外

し

て

あ

る

。

さ

て

、

表

の

上

段

は

主

に

「

世

、

後

の

世

、

こ

ん

世

」

を

キ

ー

ワ

ー

ド

と

し

て

拾

っ

た

も

の

で

あ

る

が

、

そ

の

用

例

は

決

し

て

多

く

は

な

い

。

後

の

世

の

再

会

に

懐

疑

的

で

あ

っ

た

り

「

後

の

世

へ

の

意

識

は

た

ぶ

ん

に

現

実

的

な

執

心

の

裏

返

し

」

で

あ

る

と

い

っ

、

（

３
）

た

表

現

が

並

ぶ

が

、

す

べ

て

の

和

歌

作

品

に

占

め

る

割

合

は

、

非

常

に

小

さ

い

も

の

と

言

え

る

。

一

方

、

三

段

目

は

主

に

浄

土

に

か

か

わ

っ

て

詠

ま

れ

た

男

女

の

歌

を

集

め

た

も

の

で

あ

る

。

早

く

『

古

今

和

歌

六

帖

』

第

五

雑

思

に

藤

原

忠

房

（

～

延

長

三

年

）

の

歌

928
（
４

）

と

し

て

「

こ

の

よ

に

も

あ

は

ず

な

り

な

ば

こ

ん

よ

に

も

あ

は

ん

か

な

ら

ず

に

し

の

じ

や

う

ど

に

」

の

歌

が

見

え

る

。

漠

然

と

極

楽

浄

、

土

で

の

再

会

を

契

る

も

の

で

あ

る

が

、

こ

れ

が

「

お

な

じ

蓮

に

」

と

い

う

表

現

に

厳

し

く

焦

点

を

結

ぶ

ま

で

の

間

「

の

ち

の

世

」

の

、

契

り

と

し

て

注

目

す

べ

き

は

、

や

は

り

「

長

恨

歌

」

の

影

響

が

挙

げ

ら

れ

よ

う

。

二

段

目

は

直

接

「

長

恨

歌

」

を

詠

ん

だ

も

の

、

ま

た

は

そ

の

影

響

下

に

詠

ま

れ

た

も

の

で

「

連

理

「

比

翼

」

と

い

っ

た

「

な

が

き

契

り

」

に

関

係

の

深

い

歌

に

限

っ
て

挙

げ

て

あ

る

が

、

、

」

天

上

界

や

地

上

界

に

生

ま

れ

変

わ

っ

て

も

夫

婦

で

い

よ

う

と

す

る

「

長

恨

歌

」

の

誓

い

は

、

貴

族

達

に

強

烈

な

印

象

を

与

え

「

の

ち

、

の

世

ま

で

」

と

契

る

男

女

の

情

交

を

表

現

す

る

際

甚

大

な

影

響

を

及

ぼ

し

た

。
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ま

た

、

一

番

下

の

段

に

は

願

文

を

挙

げ

た

。

こ

の

間

、

女

性

の

死

を

追

善

す

る

願

文

に

、

今

は

亡

き

女

性

を

楊

貴

妃

に

喩

え

「

長

、

恨

歌

」

の

詩

句

を

駆

使

し

、

そ

の

後

九

品

蓮

台

に

上

る

こ

と

を

願

う

と

い

っ

た

表

現

パ

タ

ー

ン

が

、

繰

り

返

し

述

べ

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

『

本

朝

文

粋

』

巻

十

四

所

収

の

作

品

を

三

つ

挙

げ

て

あ

る

が

、

こ

れ

は

「

長

恨

歌

」

の

詩

句

に

よ

っ

て

書

か

れ

た

と

判

断

さ

れ

る

。

部

分

に

続

け

て

、

願

文

の

最

後

の

方

の

、

極

楽

往

生

を

願

う

部

分

を

続

け

て

引

用

し

た

も

の

で

あ

る

。

四

例

目

は

『

言

泉

集

』

亡

夫

（
５

）

帖

・

亡

妻

帖

所

収

の

摘

句

で

あ

る

が

、

こ

れ

も

お

そ

ら

く

願

文

の

最

後

の

方

で

は

、

西

方

極

楽

に

往

生

す

る

こ

と

を

願

っ

た

句

が

、

配

置

さ

れ

て

い

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

今

生

で

の

男

女

の

愛

情

の

強

さ

を

表

現
す

る

に

あ

た

っ
て

「

長

き

契

り

」

を

交

わ

す

際

「

長

、

、

」

、

「

」

、

恨

歌

が

格

好

の

材

料

を

貴

族

に

与

え

た

こ

と

は

先

に

述

べ

た

が

さ

ら

に

長

恨

歌

は

こ

の

よ

う

に

浄

土

と

の

関

わ

り

を

も

っ

て

繰

り

返

し

語

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

。

そ

し

て

「

比

翼

「

連

理

」

が

む

な

し

き

誓

い

と

と

ら

え

ら

れ

る

時

、

そ

う

し

た

誓

い

に

匹

敵

、

」

す

る

一

体

感

を

持

ち

、

さ

ら

に

そ

れ

を

宗

教

的

（

仏

教

的

）

に

超

越

す

る

願

い

と

し

て

の

「

お

な

じ

蓮

に

」

が

、

仮

名

文

学

の

世

界

に

必

要

と

さ

れ

る

に

至

っ

た

『

源

氏

物

語

』

ま

で

の

流

れ

を

と

ら

え

た

時

、

以

上

の

よ

う

な

こ

と

が

言

え

る

で

あ

ろ

う

。

今

生

で

「

連

。

」
「

」

、

、

理

比

翼

を

誓

っ

た

桐

壺

帝

と

桐

壺

の

更

衣

の

物

語

が

は

か

な

く

終

わ

り

を

告

げ

て

以

降

は

男

女

の

来

世

で

の

究

極

の

願

い

は

す

べ

て

「

お

な

じ

蓮

に

」

と

い

う

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る

。

（

６
）

１

阿

弥

陀

仏

を

心

に

か

け

て

念

じ

た
て

ま

つ

り

た

ま

ふ

。

お

な

じ

蓮

に

と

こ

そ

は

、

496

（

源

氏

）

な

き

人

を

し

た

ふ

心

に

ま

か

せ

て

も

か

げ

見

ぬ

み

つ

の

瀬

に

や

ま

ど

は

む

朝

顔

２

ー

119

２

尼

君

入

道

と

同

じ

蓮

に

住
む

べ

き

後

の

世

の

頼

み

を

さ

へ

か

け

て

年

月

を

過

ぐ

し

来

て

若

菜

上

４

ー

（

）（

）

３

（

紫

の

上

）

消

え

と

ま

る

ほ

ど

や

は

経

べ

き

た

ま

さ

か

に

蓮

の

露

の

か

か

る

ば

か

り

を

と

の

た

ま

ふ

。
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245

（

源

氏

）

契

り

お

か

む

こ

の

世

な

ら

で

も

蓮

葉

に

玉

ゐ

る

露

の

心

へ

だ

つ

な

若

菜

下

４

ー

４

（

源

氏

「

略

）

よ

し

、

後

の

世

に

だ

に

、

か

の

花

の

中

の

宿

り

に

隔
て

な

く

と

思

ほ

せ

」

と

て

、

う

ち

泣

き

た

ま
ひ

ぬ

。

）

（

（

源

氏

）

は

ち

す

葉

を

お

な

じ

台

と

契

り

お

き

て

露

の

わ

か

る

る

今

日

ぞ

か

な

し

き

と

御

硯

に

さ

し

濡

ら

し

て

、

香

染

な

る

御

扇

に

書

き

つ

け

た

ま

へ

り

。

宮

、

376

（

女

三

の

宮

）

へ

だ

て

な

く

は

ち

す

の

宿

を

契

り

て

も

君

が

心

や

す

ま

じ

と

す

ら

む

鈴

虫

４

ー

５

後

の

世

に

は

、

同

じ

蓮

の

座

を

も

分

け

ん

と

契

り

か

は

し

き

こ

え

た

ま

ひ

て

、

頼

み

を

か

け

た

ま

ふ

御

仲

な

れ

ど

、

494

み

の

り

４

ー

１

の

「

朝

顔

」

の

用

例

は

、

や

や

遡

っ

た

と

こ

ろ

か

ら

た

ど

っ

て

み

る

こ

と

と

す

る

。

源

氏

は

紫

の

上

と

、

夜

更

か

し

藤

壷

以

下

四

人

の

女

性

の

評

を

交

わ

す

が

、

源

氏

の

思

い

は

結

局

藤

壷

へ

と

遡

る

。

月

い

よ

い

よ

澄

み

て

、

静

か

に

お

も

し
ろ

し

。

女

君

、

（

紫

の

上

）
こ

ほ

り

と

ぢ

石

間

の

水

は

ゆ

き

な

や

み

そ

ら

す

む

月

の

か

げ

ぞ

な

が

か

る

（

略

）

髪

ざ

し

、

面

様

の

、

恋

ひ

き

こ

ゆ

る

人

の

面

影

に

ふ

と

お

ぼ

え

め

で

た

け

れ

ば

、

い

さ

さ

か

分

く

る

御

心

も

と

り

か

さ

ね

つ

べ

し

。

鴛

鴦

の

う

ち

鳴

き

た

る

に

、

495

（

源

氏

）

か

き

つ

め

て

む

か

し

恋

し

き

雪

も

よ

に

あ

は

れ

を

添

ふ

る

鴛

鴦

の

う

き

ね

か

朝

顔

２

ー

中

西

進

氏

に

よ

れ

ば

、

こ

の

場

面

は

「

長

恨

歌

」

の

「

夕

殿

蛍

飛

思

悄

然

、

孤

灯

挑

尽

未

成

眠

、

遅

遅

鐘

鼓

初

長

夜

、

耿

耿

星

河

（

７
）

欲

曙

天

、

鴛

鴦

瓦

冷

霜

華

重

、

翡

翠

衾

寒

誰

与

共

」

に

よ

り

「

具

体

的

な

素

材

と

し

て

は

、

雪

と

霜

の

相

違

は

あ

る

が

、

全

体

と

し

、

て

冷

え

冷

え

と

し

た

情

調

は

ま

こ

と

に

よ

く

共

通

す

る

」

と

す

る

。

ま

た

、

そ

の

夜

藤

壷

を

思

慕

し

つ

つ

寝

た

源

氏

の

夢

枕

に

藤

壷

が
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現

れ

て

恨

み

言

を

言

う

。

藤

壷

が

あ

の

密

事

の

た

め

成

仏

で

き

な

い

で

い

る

こ

と

を

知

っ

た

源

氏

は

、

目

的

を

伏

せ

て

諸

寺

に

読

経

を

さ

せ

た

。

そ

し

て

源

氏

は

、

も

の

の

心

を

深

く

思

し

た

ど

る

に

、

い

み

じ

く

悲

し

け

れ

ば

、

何

わ

ざ

を

し

て

、

知

る

人

な

き

世

界

に

お

は

す

ら

む

を

、

と

ぶ

495

ら

ひ

き

こ

え

に

参

で

て

、

罪

に

も

か

は

り

き

こ

え

ば

や

、

な

ど

つ

く

づ

く

と

思

す

。

朝

顔

２

ー

こ

こ

は

諸

氏

に

よ

っ

て

長

恨

歌

の

忽

聞

海

上

有

仙

山

山

在

虚

無

縹

渺

間

遂

教

方

士

慇

懃

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

長

「

」

「

、

、

。
「

覓

」

（

８
）

恨

歌

」

を

借

り

て

故

人

を

思

慕

す

る

表

現

が

続

く

と

こ

ろ

で

は

あ

る

が

、

勿

論

源

氏

と

藤

壷

は

「

連

理

「

比

翼

」

を

誓

っ

た

夫

婦

で

」

は

な

か

っ

た

し

今

と

な

っ
て

は

そ

う

し

た

こ

と

ば

自

体

が

む

な

し

い

し

か

し

だ

か

ら

と

い

っ
て

源

氏

は

そ

れ

に

変

わ

っ

て

お

、

。

、

、

「

な

じ

蓮

に

」

と

願

う

こ

と

も

で

き

な

い

。

せ

め
て

三

途

の

川

で

の

再

会

を

願

う

よ

り

他

に

な

い

の

で

あ

る

。

阿

弥

陀

仏

を

心

に

か

け

て

念

じ

た

て

ま

つ

り

た

ま

ふ

。

お

な

じ

蓮

に

と

こ

そ

は

、

496

（

源

氏

）

な

き

人

を

し

た

ふ

心

に

ま

か

せ

て

も

か

げ

見

ぬ

み

つ

の

瀬

に

や

ま

ど

は

む

朝

顔

２

ー

こ

こ

で

注

目

す

べ

き

は

、

こ

の

世

で

夫

婦

で

な

か

っ

た

も

の

が

「

お

な

じ

蓮

に

」

と

願

う

こ

と

は

で

き

な

い

、

と

い

う

規

範

が

読

み

と

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

今

生

で

遂

げ

ら

れ

な

か

っ

た

思

い

を

「

の

ち

の

世

」

で

遂

げ

よ

う

と

す

る

和

歌

は

散

見

さ

れ

る

も

の

の

、

少

な

く

と

も

平

安

時

代

に

お

い

て

、

同

じ

文

脈

で

来

世

極

楽

の

蓮

の

上

で

遂

げ

よ

う

と

願

う

用

例

は

見

つ

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

こ

の

時

代

に

お

い

て

は

、

夫

婦

＝

「

お

な

じ

蓮

」

と

い

う

結

び

つ

き

が

強

か

っ

た

も

の

と

判

断

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

２

の

用

例

か

ら

も

窺

わ

れ

る

こ

と

で

、

明

石

の

尼

君

の

語

り

か

ら

は

、

当

時

夫

婦

は

死

後

同

じ

蓮

の

台

に

住

む

こ

と

が

で

き

る

と

い

う

考

え

が

一

般

化

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

会

話

文

で

は

４

「

花

の

中

の

宿

り

」

な

ど

と

、

蓮

の

花

に

注

目

し

た

表

現

が

見

ら

れ

る

の

に

対

し

て

、

露

を

は

か

な

い

命

に

喩

え

る
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、

「

」

「

」

、
『

』

こ

と

を

い

た

く

好

む

貴

族

達

の

嗜

好

か

ら

和

歌

に

な

る

と

露

と

蓮

の

葉

に

か

か

わ

っ

て

詠

ま

れ

る

こ

と

が

源

氏

物

語

951
995

93

以

外

の

用

例

で

も

圧

倒

的

で

あ

る

『

朝

光

集

（

ー

）

。

』

し

ら

か

は

ど

の

の

八

講

に

よ

る

と

ま

り

た

る

く

る

ま

に

（

歌

略

）

か

え

し

う

き

よ

に

は

ま

た

も

か

へ

ら

で

や

が

て

か

く

は

ち

す

の

う

へ

の

つ

ゆ

と

な

り

な

ん

な

ど

は

そ

の

早

い

例

と

い

え

よ

う

。

ま

た

、

他

に

『

拾

遺

集

』

二

十

哀

傷

の

よ

う

に

、

、

1340

左

大

将

済

時

、

白

河

に

て

説

経

せ

さ

せ

侍

り

け

る

に

実

方

朝

臣

け

ふ

よ

り

は

露

の

い

の
ち

も

を

し

か

ら

ず

は

ち

す

の

う

へ

の

た

ま

と

ち

ぎ

れ

ば

と

「

露

」

を

「

玉

」

と

表

現

す

る

例

も

見

え

る

が

、

こ

れ

に

は

「

神

々

の

夜

の

神

秘

の

創

造

空

間

に

ひ

そ

や

か

に

も

た

ら

さ

れ

た

、

天

の

賜

物

、

と

い

う

心

意

が

湛

え

ら

れ

て

い

る

」

と

い

う

『

朝

光

集

『

拾

遺

集

』

の

用

例

は

と

も

に

一

人

で

蓮

花

化

生

す

る

こ

。

』
、

（

９
）

と

を

願

う

場

合

で

あ

る

。

対

し

て

『

源

氏

物

語

』

に

初

め

て

登

場

す

る

「

お

な

じ

蓮

に

」

の

用

例

は

、

す

べ

て

正

妻

も

し

く

は

正

妻

、

格

、

ま

た

は

夫

に

対

し
て

用

い

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

点

、

確

認

し

て

お

き

た

い

。

以

下

に

『

源

氏

物

語

』

以

降

、

中

世

ま

で

の

用

例

で

注

目

す

べ

き

も

の

を

挙

げ

て

み

る

。

和

歌

で

は

男

女

の

「

お

な

じ

蓮

に

」

の

、

願

い

が

数

多

く

表

出

さ

れ

る

が

、

52

ち

ぎ

り

お

き

し

は

ち

す

の

う

え

の

露

に

の

み

あ

ひ

み

し
こ

と

を

か

ぎ

り

つ

る

か

な

猶

た

へ

む

か

た

な

し

、

は

ち

す

の

う

へ

に

あ

へ

、

と

あ

る

こ

そ

127

こ

の

い

け

に

な

ら

ぶ

は

ち

す

の

つ

ゆ

な

ら

ば

さ

い

は

ん

こ

と

も

う

れ

し

か

ら

ま

し
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128

あ

ふ

こ

と

を

は

ち

す

の

う

へ

と

ち

ぎ

れ

ど

も

こ

の

世

は

猶

ぞ

わ

す

れ

ざ

り

け

る

『

成

尋

阿

梨

母

集

（

国

歌

大

観

）

』

と

い

う

の

は

母

と

息

子

の

例

で

あ

る

『

源

氏

物

語

「

葵

」

に

「

大

臣

、

宮

な

ど

も

、

深

き

契

り

あ

る

仲

は

、

め

ぐ

り

て

も

絶

え

。

』

ざ

な

れ

ば

、

あ

ひ

見

る

ほ

ど

あ

り

な

む

と

思

せ

（

１

ー

）

と

い

う

例

が

あ

る

が

、

今

は

な

き

葵

の

上

の

両

親

を

慰

め

る

源

氏

の

こ

」

39

の

こ

と

ば

は

、

必

ず

し

も

極

楽

で

の

再

会

を

指

し

て

い

る

も

の

で

は

な

い

。

後

に

指

摘

す

る

よ

う

に

、

中

世

に

な

る

と

、

家

族

が

「

お

な

じ

蓮

に

と

願

う

例

が

少

な

か

ら

ず

現

れ

て

く

る

し

か

し

中

古

に

あ

っ
て

は

そ

う

し

た

例

は

他

に

見

い

だ

し

が

た

く

こ

の

成

」

。

、

、

『

尋

阿

梨

母

集

』

の

用

例

を

、

そ

の

萌

芽

と

位

置

づ

け

る

こ

と

も

躊

躇

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

こ

こ

は

、

入

宋

と

い

う

極

め
て

特

殊

な

状

況

下

で

、

再

会

の

可

能

性

が

非

常

に

危

ぶ

ま

れ

る

中

、

成

尋

が

母

を

慰

め

る

方

法

は

こ

れ

し

か

な

か

っ

た

と

も

考

え

ら

れ

る

し

、

ま

た

、

母

と

息

子

の

愛

情

を

表

現

す

る

に

当

た

っ

て

、

男

女

の

恋

情

の

や

り

と

り

の

方

法

を

借

り

て

い

る

と

も

考

え

ら

れ

る

。

二

者

い

ず

れ

か

の

用

例

と

解

し
て

お

き

た

い

。

次

に

、

物

語

の

例

で

は

、

ま

ず

現

在

確

認

で

き

て

い

る

も

の

す

べ

て

を

挙

げ

て

み

る

。

た

だ

し

、

中

世

王

朝

物

語

の

用

例

は

、

中

世

王

朝

物

語

全

集

（

笠

間

書

院

）

の

既

刊

分

か

ら

拾

っ

た

も

の

で

、

刊

行

予

定

の

全

巻

の

ほ

ぼ

半

分

し

か

見

て

い

な

い

点

、

了

承

願

い

た

い

。

１

（

帝

が

藤

壺

女

御

に

「

露

ば

か

り

分

く

る

心

な

う

て

、

こ

の

世

に

は

過

ぎ

果

て

て

、

後

の

世

に

も

同

じ

蓮

に

」

と

の

み

、

）、

『

』

（

）

言
ひ

契

ら

せ

給

ひ

つ

つ

狭

衣

物

語

巻

四

新

全

集

２

（

中

納

言

が

、

尼

姫

君

に

）

夜

も

た

だ

御

座

を

並

べ

て

、

昔

今

の

こ

と

ど

も

を

か

き

尽

く

し

、

泣

き

て

も

笑

ひ

て

も

聞

こ

え

尽

く

し

給

ひ

「

今

、

行

く

末

も

同

じ

蓮

の

上

に

」

と

、

言

ふ

か

ぎ

り

な

き

御

契

り

を

つ

く

し

給

ひ

つ

つ

、

仏

の

御

日

に

は

、

、
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、

。

『

』

（

）

月

ご

と

に

経

仏

供

養

せ

さ

せ

給

ふ

浜

松

中

納

言

物

語

巻

二

新

全

集

３

い

つ

か

ま

た

蓮

の

う

へ

に

あ

ひ

も

み

む

露

の

や

ど

り

に

心

と

ま

ら

で

風

葉

和

歌

集

あ

ひ

ず

み

く

る

し

き

内

大

臣

（

国

歌

大

観

）

516

４

（

入

道

関

白

）

い

ま

は

た

だ

う

き

は

こ

の

世

の

や

み

は

れ

て

お

な

じ

は

ち

す

の

露

を

む

す

ば

ん

『

い

は

で

し

の

ぶ

（

国

歌

大

観

）

』

５

（

伊

予

の

守

が

女

君

に

）

君

ゆ

ゑ

に

た

づ

ぬ

る

法

の

道

な

れ

ば

同

じ

は

ち

す

の

身

と

も

な

ら

な

ん
『

石

清

水

物

語

（

新

全

集

）

』

６

(

大

納

言

）
こ

ん

世

ま

で

思

ふ

心

の

変

は

ら

ず

は

同

じ

蓮

の

露

と

置

か

れ

ん

（

略

）

（

）

『

』
（

）

中

納

言

し

る

べ

し

て

蓮

の

上

の

友

と

せ

ん

こ

ん

世

を

頼

む

弥

陀

の

誓

ひ

に

あ

き

ぎ

り

中

世

王

朝

物

語

全

集

１

７

聖

、

後

の

世

も

隔
て

は

あ

ら

じ

法

の

花

咲

く

や

昔

の

契

り

な

る

ら

ん

と

申

し

給

へ

ば

、

入

道

の

君

、

『

』

（

）

こ

の

世

よ

り

契

り

置

き

て

ぞ

法

の

花

宝

樹

の

上

も

隔

て

あ

ら

じ

な

海

人

の

刈

藻

巻

四

中

世

王

朝

物

語

全

集

２

８

（

中

納

言

が

仲

の

君

と

）

い

ま

は

憂

き

世

を

厭

ひ

、

後

の

世

を

だ

に

同

じ

蓮

の

縁

と

な

ら

ん

『

木

幡

の

時

雨

（

中

世

王

朝

物

語

全

集

６

）

』

９

（

中

納

言

が

姫

君

に

）

み

ず

か

ら

は

、

こ

の

世

い

く

ほ

ど

な

ら

ぬ

こ

と

な

れ

ば

、

蓮

の

露

を

も

明

ら

か

に

、

玉

と

磨

く

ま

で

こ

そ

か

た

か

ら

め

、

心

の

か

ぎ

り

は

行
ひ

て

、

同

じ

蓮

の

座

を

も

わ

け

奉

ら

ん

。

『

し

の

び

ね

（

中

世

王

朝

物

語

全

集

）

』

１０



- 11 -

（

白

露

君

）

い

ち

は

や

く

迎

ひ

取

り
て

、

同

じ

蓮

の

台

の

中

に

、

父

母

も

ろ

と

も

に

も

の

し

給

は

ぬ

１０

『

し

ら

露

（

中

世

王

朝

物

語

全

集

）

』

１０

（

中

納

言

が

内

侍

督

に

）

こ

の

世

に

は

契

り

も

思

は

ざ

り

け

る

を

、

後

の

世

に

だ

に

、

同

じ

蓮

の

露

と

結

ば

ば

や

」

11

『

雫

に

に

ご

る

（

中

世

王

朝

物

語

全

集

）

』

１１

（

御

門

が

内

侍

督

に

）

こ

の

世
こ

そ

思

は

ず

な

ら

ね

蓮

葉

の

上

置

く

露

は

隔

て

ざ

ら

な

ん

12

『

』
（

）

同

中

世

王

朝

物

語

全

集

１１

「

あ

な

尊

や

。

さ

ら

ば

導

き

給

へ

」

と

申

せ

ば

少

将

「

げ

に

も

一

念

随

喜

と

こ

そ

仏

は

説

き

給

へ

。

ま

し

て

武

蔵

野

の

草

、

13
の

ゆ

か

り

な

ら

ば

、

同

じ

蓮

か

」

と

宣

へ

ば

「

う

れ

し

き

善

知

識

に

こ

そ

」

と

た

わ

ぶ

れ

け

る

も

、

、

『

住

吉

物

語

（

中

世

王

朝

物

語

全

集

）

』

１１

６

、

７

は

数

少

な

い

男

同

士

の

例

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

早

く

漢

詩

文

に

も

「

難

期

此

土

重

相

見

已

契

西

方

共

往

生

（

餞

奝

然

上

」

人

赴

唐

慶

滋

保

胤

『

作

文

大

体

「

常

随

君

前

後

宛

如

弟

与

昆

願

共

生

極

楽

願

共

謁

慈

尊

（

贈

心

公

古

調

詩

具

平

』
）
、

」

親

王

『

本

朝

麗

藻

』

巻

下

）

と

見

え

る

よ

う

に

『

浄

土

五

会

念

仏

略

法

事

儀

讃

』

所

収

「

往

生

楽

願

文

」

を

正

し

く

ふ

ま

え

た

も

、

の

と

言

え

よ

う

。

も

冗

談

め

か

し

た

男

女

の

や

り

と

り

で

は

あ

る

が

、

同

様

の

範

疇

に

属

す

る

。

13

こ

れ

ら

の

用

例

で

ま

ず

注

目

す

べ

き

は

、

８

、

９

、

、

の

よ

う

に

、

こ

の

世

で

は

遂

げ

ら

れ

な

か

っ

た

思

い

（

ま

た

は

、

遂

げ

11

12

ら

れ

そ

う

も

な

い

再

会

）

を

、

来

世

極

楽

の

蓮

の

上

で

果

た

そ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

中

世

に

入

る

と

、

今

生

夫

婦

（

ま

た

は

夫

婦

と

な

る

可

能

性

を

残

す

も

の

）

で

な

か

っ

た

も

の

同

士

が

、

来

世

同

じ

蓮

に

生

ま

れ

変

わ

ろ

う

と

す

る

例

が

少

な

か

ら

ず

出

て

く

る

の

で

あ

る

。
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他

に

、

の

よ

う

に

、

両

親

と

子

と

い

う

例

も

特

筆

す

べ

き

例

で

あ

る

。

和

文

に

限

ら

ず

軍

記

で

も

、

次

の

よ

う

な

例

が

指

摘

で

き

10

る

。

ａ

父

ガ

恋

ク

ハ

、

西

ニ

向

テ

、

音

ヲ

泣

様

ニ

、

心

閑

ニ

シ

テ

「

南

無

西

方

極

楽

教

主

阿

弥

陀

如

来

、

願

ハ

父

入

道

殿

、

我

、

等

四

人

一

所

へ

迎

ヘ

サ

セ

給

ヘ

」

ト

拝

マ

バ

、

『

保

元

物

語

』

下

義

朝

ノ

幼

少

ノ

弟

悉

ク

失

ハ

ル

ル

事

（

新

大

系

）

ｂ

（

北

の

方

が

）

西

ニ

向

テ

「

南

無

西

方

極

楽

教

主

阿

弥

陀

如

来

、

願

ハ

入

道

な

ら

び

に

四

人

ノ

子

共

、

我

伴

ニ

一

ツ

蓮

、

ニ

迎

ヘ

給

ヘ

」

ト

拝

ツ

ツ

、

川

ヘ

入
ラ

ン

ト

ス

レ

バ

、『

保

元

物

語

』

下

為

義

ノ

北

ノ

方

身

ヲ

投

ゲ

給

フ

事

（

新

大

系

）

ｃ

今

生

こ

そ

、

宿

縁

う

す

く

と

も

、

来

世

に

は

、

か

な

ら

ず

一

蓮

に

む

ま

れ

あ

ふ

べ

し

。

『

曽

我

物

語

』

第

二

祐

信

、

兄

弟

つ

れ

て

、

鎌

倉

へ

ゆ

き

し

事

（

大

系

）

、「

、

、

、

（

）

ｄ

道

に

て

十

郎

い

ひ

け

る

は

名

残

お

し

か

り

つ

る

故

里

も

一

筋

に

思
ひ

き

り

ぬ

れ

ば

心

の

ひ

き

か

へ
て

先

ゑ

へ

の

み

ぞ

い

そ

が

れ

候

ぞ

や

」

時

致

き

き

て

「

さ

ん

候

。

思

ふ

程

は

現

、

す

ぐ

れ

ば

夢

に

て

、

心

の

ま

ま

に

本

意

を

と

げ

、

。

、

う

き

世

え

お

夢

に

な

し

は

て

て

、

は

や

く

浄

土

に

む

ま

れ

つ

つ

、

こ

ひ

し

き

父

、

名

残

お

し

か

り

つ

る

母

、

か

く

申

我

ら

ま

で

、

一

蓮

の

縁

と

な

ら

ん

」

と

て

、

『

曽

我

物

語

』

第

七

李

将

軍

が

事

（

大

系

）

『

保

元

物

語

』

は

、

ａ

所

領

を

失

い

、

物

乞

い

を

し

て

歩

く

為

義

の

四

人

の

子

の

零

落

し

た

姿

を

描

く

。

そ

し

て

、

ｂ

そ

の

子

等

の

処

刑

を

聞

き

、

絶

望

の

あ

ま

り

川

に

身

を

投

げ

て

後

を

追

う

母

の

決

意

。

こ

う

し

た

印

象

的

な

場

面

に

「

一

蓮

」

の

願

い

が

配

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

『

曽

我

物

語

』

で

は

、

ｃ

悲

運

の

兄

弟

の

死

後

を

弔

う

こ

と

を

約

束

す

る

継

父

祐

信

。

そ

し

て

、

ｄ

斬

罪

の

窮

地

を

逃

、
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れ

た

十

郎

、

五

郎

の

兄

弟

は

、

い

よ

い

よ

仇

討

ち

の

本

懐

を

遂

げ

よ

う

と

、

固

く

誓

い

合

う

。

悲

壮

感

漂

う

文

脈

中

「

一

蓮

」

の

願

、

い

は

い

や

が

う

え

に

も

憐

憫

の

情

を

催

さ

せ

る

。

以

上

の

よ

う

に

、

中

世

に

は

、

こ

う

し

た

「

家

的

」

と

も

言

う

べ

き

蓮

花

化

生

の

願

い

が

現

れ

て

く

る

の

で

あ

る

。

二

こ

こ

で

は

ま

ず

、

中

国

古

代

の

用

例

に

目

を

転

じ

て

み

た

い

。

中

国

に

お

い

て

ハ

ス

を

表

す

漢

字

は

非

常

に

豊

富

で

、

蓮

（

花

托

・

全

体

、

荷

（

葉

、

全

体

、

芙

蓉

（

花

、

芙

（

全

体

、

（

蕾

、

花

、

（

葉

）

茄

（

茎

、

全

体

、

的

（

実

、

（

実

）

）

）

）

）

）

）

擒

剌

吁

曄

枹

の

中

の

幼

芽

、

藕

（

レ

ン

コ

ン

、

（

這

い

根

）

と

多

く

を

数

え

る

の

は

、

食

用

に

も

供

す

る

な

ど

、

生

活

と

密

接

に

結

び

つ

い

）

）

况

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。

そ

し

て

、

漢

詩

文
で

の

詠

ま

れ

方

の

特

徴

と

し

て

は

、

（
１

０
）

１

夏

の

花

で

最

も

愛

さ

れ

た

も

の

。

折

か

ら

暑

さ

も

加

わ

る

時

期

、

地

上

を

吹

く

そ

よ

風

に

揺

れ

る

ハ

ス

の

花

は

、

そ

れ

だ

け

で

人

の

目

に

、

一

陣

の

涼

味

を

送

る

。

２

唐

代

以

前

に

は

女

性

の

面

影

を

秘

め

て

艶

情

を

漂

わ

せ

る

も

の
で

あ

っ

た

（

文

選

十

九

洛

神

賦

曹

植

な

ど

。

。

）

３

「

蓮

」

が

「

憐

」

と

同

音
で

あ

る

こ

と

か

ら

、

恋

愛

の

暗

喩

と

し

て

用

い

ら

れ

る

。

４

六

朝

期

南

方

の

民

間

歌

謡

の

中

に

は

、

蓮

根

や

蓮

実

を

採

取

す

る

時

歌

わ

れ

る

、

一

種

の

労

働

歌

（

原

初

的

な

蓮

曲

）

の

主

題

が

あ

っ

た

。

ハ

ス

の

実

の

採

取

は

菱

の

実

採

り

と

と

も

に

女

性

の

仕

事

で

あ

る

。

５

宋

代

に

な

る

と

、

加

え

て

士

人

の

高

雅

な

胸

襟

の

象

徴

と

も

な

る

。
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な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

が

、

特

に

１

、

３

、

４

が

結

び

つ

く

過

程

で

、

初

夏

（

ま

た

は

晩

春

）

の

水

辺

で

、

ハ

ス

の

花

を

摘

む

美

し

い

「

」

。

、

、
「

」

乙

女

を

詠

じ

た

南

北

朝

時

代

南

朝

の

楽

府

採

蓮

曲

が

発

展

し

た

そ

し
て

採

蓮

を

モ

チ

ー

フ

に

し

た

作

品

群

か

ら

同

心

蓮

と

い

う

語

の

用

例

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ
て

く

る

の
で

あ

る

。

・

「

願

並

迎

春

比

翼

燕

、

常

作

照

日

同

心

花

」

江

総

「

秋

日

新

寵

美

人

応

令

（

先

秦

漢

魏

晉

南

北

朝

詩

』

陳

詩

卷

八

）

」

『

・

「

灼

灼

荷

花

瑞

。

亭

亭

出

水

中

。

一

茎

孤

引

緑

。

双

影

共

分

紅

。

色

奪

歌

人

臉

。

香

乱

舞

衣

風

。

名

蓮

自

可

念

。

況

復

両

心

。
」

「

」
（
『

』

）

同

杜

公

瞻

詠

同

心

芙

蓉

詩

先

秦

漢

魏

晋

南

北

朝

詩

隋

詩

卷

六

「

、

、

、

」

（
『

』

）

・

青

荷

蓋

緑

水

芙

蓉

発

紅

鮮

下

有

並

根

藕

上

生

同

心

蓮

青

陽

歌

曲

玉

台

新

詠

巻

十

「

、

」

「

」
（
『

』

）

・

贈

子

同

心

花

殷

勤

此

何

極

唐

・

郭

元

振

子

夜

四

時

歌

楽

府

詩

集

卷

四

十

五

・

「

妾

家

越

水

辺

。

揺

艇

入

江

煙

。

既

覓

同

心

侶

。

復

采

同

心

蓮

。

折

藕

絲

能

脆

。

開

花

葉

正

円

。

春

歌

弄

明

月

。

帰

棹

落

花

前

」

相

和

歌

辭

采

蓮

曲

徐

彦

伯

（

全

唐

詩

卷

二

十

一

）

。
「

。

。

。

。
」

（

）

・

双

棲

緑

池

上

朝

暮

共

飛

還

更

憶

将

雛

日

同

心

蓮

葉

間

池

上

双

鳥

薛

濤

全

唐

詩

卷

八

百

三

唐

徐

堅

『

初

学

記

』

巻

二

十

七

芙

蓉

第

十

三

の

事

対

に

「

同

幹

駢

花

、

唐

欧

陽

詢

『

芸

文

類

聚

』

巻

八

十

二

芙

に

も

「

宋

起

」

擒

居

注

曰

、

泰

始

二

年

、

嘉

蓮

一

双

、

駢

花

並

実

。

合

樹

同

茎

（

中

略

）

詩

梁

朱

超

詠

同

心

芙

蓉

詩

曰

（

中

略

）

未

及

清

池

上

、

。

紅

並

出

房

、

日

分

双

帯

影

、

風

合

両

花

香

」

と

見

え

、

同

一

の

芯

に

二

つ

の

蓮

花

が

咲

く

こ

と

で

、

男

女

の

相

親

し

む

情

を

表

す

。

擒
ま

た

「

同

心

」

は

『

毛

詩

』

巻

第

二

風

、

谷

風

に

「

俛

同

心

。

不

宜

有

怒

『

白

孔

六

帖

』

巻

十

七

夫

婦

「

同

心

俛

、

」
、

贅

漆

漆

同

心

」

と

あ

る

と

こ

ろ

か

ら

、

心

を

同

じ

く

す

る

夫

婦

の

よ

う

な

蓮

の

意

と

な

る

。

本

朝

で

は

風

俗

慣

習

の

違

い

か

ら

労

働

歌

「

採

（

１

２
）

蓮

曲

」

が

定

着

す

る

こ

と

は

な

く

、

近

い

イ

メ

ー

ジ

と

し

て

は

わ

ず

か

に

『

文

華

秀

麗

集

』

巻

上

遊

覧

に

「

夏

日

臨

泛

大

湖

一

首

、
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御

製

（

嵯

峨

天

皇

」

の

「

水

国

追

涼

到

。

乗

舟

泛

大

湖

。

風

前

翻

浪

起

。

雲

裡

落

帆

孤

。

浦

香

濃

盧

橘

。

洲

色

暗

蒼

蘆

。

邑

女

採

）

蓮

伴

。

村

翁

釣

魚

徒

。

畏

景

西

山

没

。

清

猿

北

嶼

呼

。

沿

洄

興

不

已

。

弭

棹

転

帰

艫

」

を

見

る

程

度

で

あ

る

が

「

同

心

蓮

」

の

語

。

、

は

確

実

に

本

朝

に

も

伝

わ

っ

て

い

た

。

・

「

莫

言

花

重

船

応

没

自

解

凌

波

不

畏

沈

楊

師

道

採

蓮

発

句

云

、

採

蓮

江

浦

覓

同

心

日

暮

風

生

江

水

深

同

、

心

者

蓮

名

也

」

（

千

載

佳

句

』

下

採

蓮

『

国

立

歴

史

民

族

博

物

館

蔵

貴

重

古

典

籍

叢

書

第

巻

）

『

』

655

２１

・

「

化

煙

之

跡

難

遂

、

指

星

之

誓

已

違

。

蓮

失

同

心

、

相

対

之

花

不

見

。

鳥

離

比

翼

、

争

啼

之

雛

空

遺

」

参

議

雅

信

為

亡

室

。

天

暦

八

年

八

月

（

言

泉

集

』

亡

夫

帖

・

亡

妻

帖

『

貴

重

古

典

籍

叢

刊

６

安

居

院

唱

導

集

』

上

巻

）

『

前

者

楊

師

道

の

作

品

は

、

中

国

で

は

早

く

伝

承

が

絶

え

、

大

江

維

時

（

～

）

の

『

千

載

佳

句

』

に

摘

句

さ

れ

た

こ

と

に

よ

っ

888
963

て

残

さ

れ

た

も

の

。

唐

人

の

詩

か

ら

七

言

の

佳

聯

を

抄

出

し

て

部

類

分

け

を

し

た

、

い

わ

ば

作

詩

参

考

書

に

見

え

る

点

、

注

目

に

値

す

る

。

ま

た

、

後

者

の

願

文

は

源

雅

信

（

～

）

が

亡

き

妻

を

追

善

し

た

時

の

も

の

で

「

蓮

失

同

心

、

相

対

之

花

不

見

」

と

あ

る

920
993

、

の

は

、

明

ら

か

に

妻

＝

「

同

心

蓮

」

の

こ

と

を

指

し

て

い

る

。

願

文

は

「

博

士

の

（

略

）

願

文

、

表

、

も

の

の

序

な

ど

作

り

出

し

て

ほ

め

ら

る

ゝ

も

、

い

と

め

で

た

し

「

文

は

文

集

。

文

選

、

新

賦

。

史

記

、

五

帝

本

紀

。

願

文

。

表

。

博

士

の

申

文

（

枕

草

子

』

八

」

。
」

『

四

段

、

一

九

七

段

新

古

典

大

系

）

と

あ

る

よ

う

に

、

平

安

期

に

お

い

て

最

高

の

文

学

の

一

つ

と

さ

れ

、

特

に

追

善

の

そ

れ

は

法

会

に

列

席

す

る

貴

族

達

の

涙

を

誘

っ

た

。

膨

大

な

作

品

が

作

成

さ

れ

る

中

「

参

議

雅

信

為

亡

室

」

の

一

節

は

、

伝

承

絶

え

る

こ

と

な

く

、

（
１

３

）

鎌

倉

ま

で

受

け

継

が

れ

て

い

る

『

言

泉

集

』

は

後

の

安

居

院

流

が

願

文

等

を

作

成

す

る

際

、

手

引

き

書

と

し

て

使

用

し

た

も

の

で

あ

。

る

。

以

上

、

わ

ず

か

二

つ

の

用

例

で

は

あ

る

が

、

そ

の

載

録

先

の

性

質

か

ら

い

っ

て

、

少

な

か

ら

ぬ

人

々

の

目

に

触

れ

た

こ

と

、

疑

い

が

な

い

。

ま

た

、

両

者

と

も

に

「

お

な

じ

蓮

に

」

の

願

い

が

初

出

す

る

『

源

氏

物

語

』

成

立

の

ほ

ぼ

半

世

紀

前

で

あ

る

こ

と

も

、

重

要
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な

意

味

を

持

つ

で

あ

ろ

う

。

『

浄

土

五

会

念

仏

略

法

事

儀

讃

』

所

収

「

往

生

楽

願

文

」

の

一

節

が

、

こ

と

さ

ら

男

女

、

と

り

わ

け

夫

婦

に

対

し

て

用

い

ら

れ

る

に

至

っ

た

過

程

に

、

漢

語

「

同

心

蓮

」

の

影

響

を

想

定

し

て

み

た

い

。

先

に

挙

げ

た

用

例

の

１

『

狭

衣

物

語

』

に

「

後

の

世

に

も

同

じ

蓮

に

、

２

『

浜

松

中

納

言

物

語

』

に

「

今

、

行

く

末

も

同

じ

蓮

の

上

に

」

と

あ

る

の

も

、

今

生

夫

婦

で

あ

る

こ

と

＝

並

ん

で

咲

く

蓮

と

」

い

う

イ

メ

ー

ジ

の

現

れ

と

考

え

ら

れ

よ

う

。

そ

も

そ

も

、

こ

れ

ほ

ど

後

に

よ

く

知

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

願

い

が

、

な

ぜ

ほ

と

ん

ど

仏

家

に

無

視

さ

れ

続

け

て

き

た

の

か

が

不

審

で

あ

る

。

少

な

く

と

も

鎌

倉

期

ま

で

の

仏

教

説

話

で

、

一

蓮

托

生

し

た

例

な

ど

寡

聞

に

し

て

知

ら

な

い

。

本

朝

浄

土

系

の

聖

典

類

に

も

、

そ

う

し

た

言

及

は

見

あ

た

ら

な

い

。

男

女

一

対

の

極

楽

往

生

と

い

う

、

き

わ

め

て

ユ

ニ

ー

ク

な

仏

教

的

輪

廻

転

生

観

の

成

立

に

は

、

こ

う

し

た

非

仏

教

的

な

要

素

が

介

在

し

た

と

考

え

た

い

の

で

あ

る

。

厳

密

に

言

え

ば

「

往

、

生

楽

願

文

」

に

言

う

の

は

一

輪

の

花

「

同

心

蓮

」

は

二

輪

の

花

で

あ

る

が

、

平

安

中

期

の

人

に

と

っ

て

、

夫

婦

は

一

つ

芯

に

並

ん

で

、

咲

く

花

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

平

行

し
て

あ

っ

た

こ

と

に

よ

っ

て

、

こ

の

異

質

な

も

の

が

一

つ

に

な

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

平

安

時

代

の

貴

族

が

同

心

蓮

を

実

際

に

知

っ
て

い

た

例

と

し

て

祥

瑞

と

し

て

の

嘉

蓮

を

指

摘

し

て

お

き

た

い

延

、
「

」

、
「

」

「

」

。
『

喜

式

』

巻

第

二

十

一

治

部

省

に

「

祥

瑞

」

が

分

類

さ

れ

て

い

る

が

「

嘉

蓮

」

は

「

連

理

」

と

同

じ

く

下

瑞

の

一

つ

で

あ

る

（

比

翼

」

、

「

は

大

瑞

「

嘉

禾

」

の

一

種

で

「

王

者

徳

盛

、

則

二

苗

共

秀

」

と

い

う

。

こ

う

し

た

考

え

は

勿

論

中

国

か

ら

も

た

ら

さ

れ

た

も

の

で

）
。

、

あ

る

が

（

資

料

２

参

照

、

本

朝

の

正

史

に

も

そ

の

記

述

が

見

え

る

。

）

『

日

本

書

紀

』

巻

二

十

三

舒

明

天

皇

七

年

七

月

瑞

蓮

生

於

剣

池

。

一

茎

二

花

。
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二

十

四

皇

極

天

皇

三

年

六

月

六

日

戊

申

、

於

剣

池

蓮

中

、

有

一

茎

二

萼

者

。

豊

浦

大

臣

妄

推

曰

、

是

蘇

我

臣

将

来

之

巻

瑞

也

、

即

以

金

墨

書

、

而

献

大

法

興

寺

丈

六

仏

。

『

続

日

本

紀

』

巻

六

和

銅

六

年

十

一

月

十

六

日

大

倭

国

献

嘉

蓮

。

近

江

国

献

連

理

十

二

株

。

巻

三

十

四

宝

亀

八

年

六

月

十

八

日

楊

梅

宮

南

池

生

蓮

。

一

茎

二

花

。

『

三

代

実

録

』

巻

十

八

貞

觀

十

二

年

七

月

九

日

九

日

己

未

。

従

四

位

下

行

伊

勢

守

多

治

真

人

貞

峯

献

蓮

一

茎

二

花

。

『

日

本

紀

略

』

後

編

十

一

条

長

保

元

年

七

月

十

一

日

大

宰

府

申

一

茎

二

花

白

蓮

（

百

練

抄

『

神

皇

正

統

録

）

。

『

』

』

こ

こ

に

言

う

「

嘉

蓮

「

一

茎

二

花

」

は

、

間

違

い

な

く

「

同

心

蓮

」

の

こ

と

で

あ

り

、

そ

れ

は

貴

族

達

の

一

関

心

事

で

も

あ

っ

た

」

の

で

あ

る

。

か

れ

ら

は

実

際

に

「

同

心

蓮

」

を

目

撃

し

て

い

た

。

（
１

４

）

お

わ

り

に

和

製

漢

語

「

一

蓮

托

生

」

の

成

立

時

期

は

明

ら

か

で

な

い

。

現

時

点

で

確

認

で

き

た

最

も

古

い

用

例

は

、

中

院

通

勝

『

岷

江

入

楚

』

の

「

契

り

お

か

む

こ

の

世

な

ら

で

も

蓮

葉

に

玉

ゐ

る

露

の

心

へ

だ

つ

な

（

略

）

聞

一

蓮

托

生

の

心

後

世

を

契

る

也

／

箋

各

留

半

座

乗

花

台

な

と

ゝ

て

夫

婦

は

一

蓮

を

契

る

也

是

も

凶

な

る

哥

也

あ

し

か

ら

ん

と

て

は

か

ゝ

る

事

あ

る

也

（

桜

楓

社

第

三

巻

・

五

四

二

頁

）

」
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で

あ

る

か

ら

、

少

な

く

と

も

中

世

ま

で

遡

る

こ

と

が

で

き

よ

う

。

鎌

倉

時

代

以

降

の

用

例

の

特

徴

と

し

て

は

、

特

に

軍

記

物

語

に

お

い

て

「

お

な

じ

蓮

に

」

が

、

圧

倒

的

に

「

一

蓮

（
ひ

と

つ

は

ち

す

）

に

」

と

な

っ

て

い

る

点

が

挙

げ

ら

れ

る

。

、

・

か

な

ら

ず

ひ

と

つ

道

へ

と

お

ぼ

し

め

す

と

も

、

生

か

は

ら

せ

給

ひ

な

ん

の

ち

、

六

道

・

四

生

の

間

に

て

、

い

づ

れ

の

み

ち

へ

。

、

。

「

」

か

お

も

む

か

せ

給

は

ん

ず

ら

ん

ゆ

き

あ

は

せ

給

は

ん

事

も

不

定

な

れ

ば

御

身

を

な

げ

て

も

よ

し

な

き

事

也

注

道

元

和

版

「

一

蓮

」

『

平

家

物

語

』

巻

第

九

小

宰

相

身

投

・

「

南

無

西

方

極

楽

世

界

教

主

弥

陀

如

来

、

本

願

あ

や

ま

た

ず

浄

土

へ

み

ち

び

き

給

ひ

つ

つ

、

あ

か

で

別

れ

し

い

も

せ

の

な

か

ら

へ

、

必

ひ

と

つ

は

ち

す

に

む

か

へ

た

ま

へ

」

『

同

』

巻

同

小

宰

相

身

投

・

「

契

あ

ら

ば

、

後

世

に

て

は

か

な

ら

ず

む

ま

れ

あ

ひ

た

て

ま

つ

ら

ん

。

ひ

と

つ

は

ち

す

に

と

い

の

り

給

へ

。

日

も

た

け

ぬ

。

奈

良

へ

も

と

を

う

候

。

武

士

の

ま

つ

も

心

な

し

」

と

て

出

給

へ

ば

、

北

方

袖

に

す

が

ッ

て

、

『

同

』

巻

第

十

一

重

衡

被

斬

・

こ

の

や

う

に

様

を

か

へ

て

参

つ

た

れ

ば

、

日

ご

ろ

の

と

が

を

ば

赦

さ

せ

ら

れ

い

。

赦

さ

う

と

思

は

せ

ら

れ

ば

、

も

ろ

と

も

に

念

仏

を

申

し

て

、

一

つ

蓮

の

身

と

な

ら

う

ず

。

『

天

草

本

平

家

物

語

』

巻

二

第

一

祇

王

清

盛

に

愛

せ

ら

れ

た

事

、

同

、

、

、

。

じ

く

仏

と

い
ふ

白

拍

子

に

思
ひ

代

へ

ら

れ

て

後

親

子

三

人

尼

に

な

り

世

を

厭

う

た

こ

と

と

又

そ

の

仏

も

尼

に

な

つ

た

事

（

岩

波

書

店

）

1927.6.28

・

せ

め

て

の

事

に

母

泣

々

、

闇

路

に

も

共

に

迷

は

で

蓬

生

に

独

り

露

け

き

身

を

い

か

に

せ

ん

と

、

娘

の

文

に

書

そ

へ

て

ぞ

詠

じ

。

、

、

、

、

、

、

け

る

其

後

母

は

尼

に

な

り

天

王

寺

に

参

篭

し

て

唯

疾

命

を

召

し

浄

土

に

導

給

へ

救

世

観

音

太

子

聖

霊

悟

を

開

て

無

人

の

生

所

を

求

め

、

一

仏

蓮

台

の

上

に

し
て

、

再

び

行

合

は

ん

と

祈

念

し

け

れ

ば

、

『

源

平

盛

衰

記

』

有

朋

上

Ｐ

６

３

９

津

巻

第

十

九

文

覚

発

心

附

東

帰

節

女

事
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・

人

間

ニ

帰

ラ

バ

、

再

ビ

夫

婦

ノ

契

ヲ

結

ビ

、

淨

土

ニ

生

レ

バ

、

同

蓮

ノ

台

ニ

半

座

ヲ

分

テ

待

ベ

シ

」
。『

太

平

記

』

頼

員

回

忠

事

・

「

後

生

善

所

、

亡

き

人

と

一

仏

浄

土

」

と

念

じ

つ

つ

『

曽

我

物

語

』

真

名

本

系

新

全

集

巻

第

十

虎

、

箱

根

の

別

当

を

戒

師

と

し

て

出

家

す

る

事

・

思

ひ

を

西

方

の

暮

雲

に

寄

せ

、

心

を

九

品

の

暁

楽

に

懸

け

て

、

忽

ち

に

娑

婆

の

別

離

を

翻

し

、

浄

土

再

会

の

縁

と

な

し

に

け

り

。

『

同

』

巻

第

十

三

周

忌

の

法

要

母

、

往

生

を

遂

ぐ

る

事

・

今

生

こ

そ

、

宿

縁

う

す

く

と

も

、

来

世

に

は

、

か

な

ら

ず

一

蓮

に

む

ま

れ

あ

ふ

べ

し

。

『

曽

我

物

語

』

仮

名

本

系

大

系

第

二

祐

信

、

兄

弟

つ

れ

て

、

鎌

倉

へ

ゆ

き

し

事

・

一

蓮

の

縁

を

も

ね

が

は

ん

。

『

同

』

大

系

第

六

曽

我

に

て

虎

が

名

残

を

し

み

し

事

・

か

れ

ら

が

後

世

も

、

な

ど

や

一

蓮

に

の

ら

ざ

覽

。

『

同

』

大

系

第

六

仏

性

国

の

雨

の

事

、
「

、

、

、

（

）

・

道

に

て

十

郎

い

ひ

け

る

は

名

残

お

し

か

り

つ

る

故

里

も

一

筋

に

思

ひ

き

り

ぬ

れ

ば

心

の

ひ

き

か

へ
て

先

ゑ

へ

の

み

ぞ

い

そ

が

れ

候

ぞ

や

」

時

致

き

き

て

「

さ

ん

候

。

思

ふ

程

は

現

、

す

ぐ

れ

ば

夢

に

て

、

心

の

ま

ま

に

本

意

を

と

げ

、

。

、

、

、

、

、

、

う

き

世

え

お

夢

に

な

し

は

て

て

は

や

く

浄

土

に

む

ま

れ

つ

つ

こ

ひ

し

き

父

名

残

お

し

か

り

つ

る

母

か

く

申

我

ら

ま

で

一

蓮

の

縁

と

な

ら

ん

」

と

て

、

『

同

』

大

系

第

七

李

将

軍

が

事

・

さ

ら

ば

、

み

づ

か

ら

を

も

つ

れ

、

一

蓮

の

縁

に

な

し

た

ま

へ

や

。

『

同

』

大

系

第

七

三

井

寺

大

師

の

事

・

一

念

の

菩

提

心

あ

や

ま

り

た

ま

は

で

、

一

蓮

の

縁

と

な

し

給

へ

。

『

同

』

大

系

第

七

祐

経

に

と

ど

め

さ

す

事

・

わ

れ

ら

ま

で

も

、

一

蓮

の

縁

を

む

す

ば

ば

や

と

思

ひ

候

也

。

『

同

』

大

系

巻

十

二

虎

い

で

あ

ひ

、

呼

び

入

し

事
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・

み

な

成

等

菩

提

因

縁

な

り

ぬ

べ

し

。

偕

老

同

穴

の

ち

ぎ

り

、

誠

あ

ら

ば

、

九

品

蓮

台

の

上

に

て

は

、

も

と

の

ち

ぎ

り

を

う

し

な

は

ず

、

一

蓮

に

座

を

な

ら

べ

、

解

脱

の

袂

を

し

ぼ

る

べ

し

『

同

』

大

系

巻

十

二

母

、

二

宮

に

ゆ

き

わ

か

れ

し

事

今

回

確

認

し

た

中

で

は

『

太

平

記

』

を

除

く

す

べ

て

の

用

例

は

「

一

蓮

（

ひ

と

つ

は

ち

す

）

に

」

と

な

っ

て

い

る

。

さ

ら

に

他

、

（

１

５
）

に

『

平

家

物

語

』

巻

第

十

一

「

重

衡

被

斬

」

に

「

只

今

の

最

後

の

念

仏

に

よ

て

九

品

託

生

を

と

ぐ

べ

し

『

私

聚

百

因

縁

集

』

一

ノ

、

」
、

．

．

三

に

「

蓮

華

の

台

に

託

生

し

」

な

ど

と

あ

る

と

こ

ろ

か

ら

し

て

、

中

世

に

入

っ

て

「

一

蓮

托

生

」

の

語

が

成

立

す

る

の

は

時

間

の

問

題

．

．

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

以

上

、

中

世

ま

で

の

用

例

を

概

観

し

て

き

た

。

出

典

の

法

照

「

往

生

楽

願

文

」

に

言

う

「

同

行

人

」

を

正

し

く

ふ

ま

え

た

例

も

散

見

さ

れ

る

が

、

そ

れ

を

除

け

ば

「

お

な

じ

蓮

に

」

の

願

い

は

、

漢

語

「

同

心

蓮

」

の

影

響

か

ら

、

始

め

夫

婦

に

限

定

さ

れ

て

い

た

と

考

、

え

ら

れ

る

。

そ

れ

が

次

第

に

親

子

や

一

家

、

ま

た

一

方

で

は

今

生

で

思

い

を

遂

げ

ら

れ

な

か

っ

た

男

女

の

切

な

い

願

い

へ

と

用

法

を

広

げ

て

い

っ

た

、

と

結

論

づ

け

た

い

。

本

論

は

、

さ

ら

に

降

っ

て

、

近

世

近

松

浄

瑠

璃

の

用

例

を

取

り

上

げ

て

し

め

く

く

り

と

し

た

い

。

。

、

。

、

、

・

何

ぐ

ど

ぐ

ど

と

思

ふ

ぞ

や

こ

れ

ぞ

一

蓮

托

生

と

慰

め

つ

又

慰

に

比

翼

煙

管

の

薄

け

ぶ

り

霧

も

絶

え

絶

え

晴

れ

渡

り

む

ぎ

の

葉

生

え

に

風

荒

れ

て

、

朝

出

の

賎

や

火

を

貰

ふ

。

『

冥

途

の

飛

脚

』

下

之

巻

道

行

相

合

駕

籠

愍

衆

生

故

と
聞

く
時

は
、
こ
れ
を
飲

ん
で
心

身

を
潤

し
、
九

品

の
浄

・

こ

の

水

は

極

楽

の

八

功

徳

池

の

水

と

思

ひ

、

雨

甘

露

法

雨

半

蓮

を

分

け

て

待

つ

て

ゐ

や

。

『

夕

霧

阿

波

鳴

渡

』

下

之

巻

あ

ひ

の

山

刹

に
往

生

し
、

・

時

は

違

ふ

と

日

は

同

じ

日

、

最

期

所

は

変

る

と

も

、

来

世

は

一

つ

蓮

葉

に

、

長

き

契

り

を

め
で

た

く

か

し

く

。
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『

山

崎

与

次

兵

衛

寿

の

門

松

』

中

巻

浄

閑

屋

敷

露

地

の

場

・

神

や

仏

に

か

け

お

き

し

、

現

世

の

願

を

今

こ

こ

で

、

未

来

へ

回

向

し

、

後

の

世

も

、

な

ほ

し

も

一

つ

蓮

ぞ

や

と

、

爪

繰

る

数

珠

の

百

八

に

、

涙

の

玉

の

、

数

添

ひ

て

、

尽

き

せ

ぬ

あ

は

れ

、

尽

き

る

道

。

『

曾

根

崎

心

中

』

道

行

・

月

は

白

み

て

暁

の

、

あ

れ

明

星

も

さ

し

の

ぼ

る

。

近

づ

く

最

期

一

筋

に

、

一

つ

蓮

と

願

へ

ど

も

、

思

へ

ば

我

が

身

の

咎

。

『

心

中

二

枚

絵

草

紙

』

下

之

巻

知

死

期

の

道

行

・

お

亀

は

つ

ね

づ

ね

信

仰

の

、

南

無

観

世

音

菩

薩

様

、

母

様

の

戒

名

教

誉

珠

林

信

女

、

一

つ

蓮

に

導

き

給

へ

。

『

卯

月

紅

葉

』

下

之

巻

梅

田

堤

の

場

。

い

つ

の

世

に

か

は

一

対

の

、

一

つ

蓮

に

生

ま

る

べ

き

。

『

卯

月

の

潤

色

』

下

之

巻

助

給

書

置

の

場

・

南

無

妙

法

蓮

華

経

、

南

無

妙

法

蓮

花

を

一

つ

蓮

花

に

と

、

ぐ

つ

と

突

き

抜

く

一

刀

、

わ

つ

と

叫

び

し

一

声

の

、

あ

は

れ

は

か

な

き

最

期

な

り

。

『

心

中

重

井

筒

』

下

之

巻

高

津

大

仏

殿

勧

進

所

の

場

・

そ

な

た

は

母

の

形

見

を

持
ち

、

我

は

父

の

骨

の

側

、

夫

婦

、

親

子

一

蓮

の

、

示

し

の

時

刻

延

ば

さ

れ

ず

。

『

心

中

万

年

草

』

下

之

巻

高

野

山

女

人

堂

の

場

・

我

々

が

一

つ

蓮

は

一

ぢ

や

う

ぞ

、

往

生

浄

土

は

一

寸

も

伸

べ

も

縮

め

も

、

サ

ア

よ

い

か
『

今

宮

の

心

中

』

下

之

巻

戎

の

森

の

場

・

有

縁

無

縁

乃

至

法

界

、

平

等

の

声

を

限

り

に

、

樋

の

上

よ

り

、

一

蓮

託

生

、

南

無

阿

弥

陀

仏

と

、

踏

み

は

づ

し

、

し

ば

し

苦

し

む

。

『

心

中

天

の

網

島

』

下

之

巻

網

島

の

場

・

そ

な

た

に

お

れ

が

異

見

す

る

も

貝

の

業

。

一

蓮

托

生

の

閨

の

お

同

行

と

、

戯

れ

て

機

嫌

を

取

り

け

れ

ば

。

そ

ん

な

ら

マ

ア

こ
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な

た

參

ら

し

や

れ

・

ず

つ

と

今

度

の

其

の

。

先

の

世

ま

で

も

夫

婦

ぞ

や

。

一

つ

蓮

の

頼

み

に

は

。

・

な

う

、

お

千

世

、

こ

の

毛

氈

を

毛

氈

と

な

思

は

れ

そ

。

二

人

が

一

所

に

の

り

の

花

、

紅

の

蓮

と

観

ず

れ

ば

、

一

蓮

托

生

、

頼

み

あ

り

。

『

心

中

宵

庚

申

』

下

之

巻

・

連

理

の

蓮

か

た

し

き

て

。

な

が

き

契

り

を

待

つ

ぞ

や

待

た

ん

し

る

し

は

こ

れ

。『

け

い

せ

い

反

魂

香

』

三

熊

野

か

げ

ろ

ふ

姿

『

冥

途

の

飛

脚

』

の

「

比

翼

『

け

い

せ

い

反

魂

香

』

の

「

連

理

」

が

「

長

恨

歌

」

に

よ

る

こ

と

言

う

ま

で

も

な

く

、

ま

た

『

曾

」
、

、

根

崎

心

中

』

で

は

曾

根

崎

天

神

の

森

の

、

松

と

棕

櫚

の

相

生

を

連

理

の

契

り

に

な

ぞ

ら

え

て

、

そ

の

下

で

最

期

を

遂

げ

て

い

る

（

心

『

中

二

枚

絵

草

紙

』

に

も

こ

の

木

の

こ

と

が

出

て

く

る

『

卯

月

の

潤

色

』

下

之

巻

「

助

給

書

置

の

場

」

引

用

の

直

前

に

「

鴛

鴦

の

ふ

）
。

」

、

「

」

。

「

」
、

「

」

、

す

ま

障

子

と

あ

る

の

も

同

様

に

長

恨

歌

に

よ

る

表

現
で

あ

る

生

前

の

長

恨

歌

死

後

の

一

蓮

托

生

と

い

う

の

は

『

源

氏

物

語

』

以

降

、

お

よ

そ

六

〇

〇

年

以

上

の

時

を

隔
て

て

底

通

す

る

。

モ

ー

リ

ス

・

パ

ン

ゲ

氏

は

名

著

『

自

死

の

日

本

史

（

筑

摩

書

房

昭

和

六

一

年

五

月

後

に

、

ち

く

ま

学

芸

文

庫

）

の

中

で

、

近

』

世

浄

瑠

璃

に

「

心

中

も

の

」

が

成

立

す

る

要

因

と

し

て

、

次

の

よ

う

な

点

を

挙

げ

て

い

る

。

１

前

提

と

し

て

、

阿

弥

陀

の

広

大

無

辺
な

慰

め

の

存

在

。

２

封

建

的

家

族

制

の

閉

塞

状

況

。

３

快

楽

肯

定

性

（

西

洋

の

よ

う

に

、

精

神

的

愛

を

道

徳

的

価

値

の

高

所

に

位

置

さ

せ

な

い

。

遊

女

と

色

好

み

な

男

と

の

関

係

。

が

受

け

入

れ

ら

れ

る

土

壌

）
。
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４

意

志

的

な

死

と

い

う

精

神

性

。

特

に

４

に

関

し

て

パ

ン

ゲ

氏

は

「

ど

う

に

で

も

な

る

言

葉

や

仕

種

に

対

し

て

懐

疑

的

で

あ

る

日

本

人

は

、

愛

の

保

証

を

を

ま

こ

と

、

し

や

か

な

言

説

に

委

ね

よ

う

と

は

し

な

か

っ

た

。

こ

こ

で

も

ま

た

、

彼

ら

は

ひ

と

つ

の

コ

ー

ド

を

作

り

出

す

。

言

葉

の
で

は

な

く

、

意

志

的

な

行

為

に

身

を

投

げ

入

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

心

は

あ

り

の

ま

ま

の

姿

を

開

き

、

表

す

こ

と

が

で

き

る

と

考

え

ら

れ

た

」

と

述

べ

る

。

本

論

は

主

に

１

に

関

連

し

た

も

の

で

あ

っ

た

が

、

死

に

行

く

男

女

の

「

愛

」

ま

で

も

が

極

楽

で

約

束

さ

れ

る

と

い

う

の

は

、

仏

教

文

化

圏

の

中

で

も

、

日

本

だ

け

と

言

っ

て

い

い

だ

ろ

う

。

そ

し

て

、

そ

れ

は

一

方

で

曲

解

さ

れ

た

三

世

思

想

の

深

化

の

過

程

を

い

く

ら

か

は

意

味

し

な

が

ら

も

、

か

え

っ

て

現

世

で

の

理

想

的

な

「

愛

」

を

立

証

す

る

と

い

う

役

割

を

果

た

し

て

い

る

点

に

お

い

て

は

、

平

安

時

代

以

降

一

貫

し

た

も

の

が

あ

る

の

で

あ

る

。

来

世

で

の

一

蓮

托

生

が

確

約

さ

れ

る

ほ

ど

、

今

生

で

の

男

女

の

心

は

真

実

で

あ

っ

た

と

。

。
「

、

、

」
（
『

』
）
。

い

う

証

で

あ

る

近

松

は

言

う

貴

賎

群

集

の

回

向

の

種

未

来

成

仏

疑

ひ

な

き

恋

の

手

本

と

な

り

に

け

り

曽

根

崎

心

中

「

厳

格

な

信

仰

が

否

定

す

る

美

的

陶

酔

」

の

中

で

の

死

を

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

と

し

、

そ

れ

ま

で

の

二

人

の

生

き

様

が

、

至

上

の

恋

の

（
１

６
）

具

現

で

あ

っ

た

と

確

信

さ

れ

る

。

中

世

ま

で

の

人

が

そ

の

時

を

自

然

死

に

任

せ

た

の

に

対

し

て

、

生

の

意

味

へ

の

渇

望

か

ら

、

男

女

が

原

則

と

し

て

同

時

の

、

意

志

的

な

死

＝

「

自

死

」

を

最

後

に

選

ん

だ

時

「

心

中

」

と

い

う

、

全

く

新

た

な

蓮

花

化

生

の

あ

り

方

が

近

、

世

に

生

じ

た

、

と

い

う

こ

と

な

の

で

あ

ろ

う

。

注

１

以

上

「

五

会

念

仏

」

及

び

法

照

に

関

し

て

は

、

五

十

嵐

明

寶

氏

『

浄

土

五

会

念

仏

略

法

事

儀

讃

（

永

田

文

昌

堂

平

成

、

』

一

三

年

七

月

）

に

よ

る

。
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２

足

立

喜

六

氏

訳

注

塩

入

良

道

氏

補

注

東

洋

文

庫

『

入

唐

求

法

巡

礼

行

記

２

（

平

凡

社

昭

和

六

〇

年

二

月

、

井

上

光

442

』

）

貞

氏

『

新

訂

日

本

浄

土

教

成

立

史

の

研

究

（

山

川

出

版

社

昭

和

五

〇

年

二

月

）

』

３

久

保

田

淳

氏

馬

場

あ

き

子

氏

編

『

歌

こ

と

ば

歌

枕

大

辞

典

（

角

川

書

店

平

成

一

一

年

五

月

「

後

の

世

」

藤

田

一

尊

氏

』

）

解

説

４

『

小

馬

命

婦

集

』

の

歌

は

、

現

存

す

る

詞

書

の

杜

撰

さ

に

よ

っ

て

、

贈

答

の

対

象

が

わ

か

り

づ

ら

い

と

こ

ろ

が

あ

る

。

表

掲

載

歌

の

や

や

前

か

ら

挙

げ

て

み

る

と

、

ま

ず

、

そ

き

や

う

殿

の

宮

女

べ

た

う

の

許

よ

り

「

と

し

月

ふ

れ

ど

た

い

め

ん

す

べ

き

こ

と

も

な

き

こ

と

」

と

あ

れ

ば

、

夏

、

斎

、

宮

女

別

当

に

か

う

な

ん

き

こ

え

た

り

し

「

こ

よ
ひ

こ

そ

き

こ

ゆ

べ

か

り

け

れ

」

と

て

、

、

い

か

に

せ

ん

ゆ

か

ず

は

あ

は

じ

こ

じ

は

み

じ

い

く

よ

を

か

ぎ

る

命

と

も

な

し

52

斎

宮

女

御

、

祭

主

能

信

を

め

し

て

「

こ

れ

が

返

事

せ

よ

」

と

お

ほ

せ

ら

れ

け

れ

ば

、

ゆ

か

ず

と

も

こ

ず

と

も

あ

は

で

や

ま

ば

や

め
こ

の

世

と

の

み

は

ち

ぎ

ら

ざ

り

し

を

53

女

べ

た

う

あ

ひ

も

み

ず

命

も

し

ら

ず

つ

き

も

せ

ず

恋

の

み

山

と

な

り

ぬ

ば

か

り

ぞ

54

か

へ

し

し

げ

か

ら

ば

恋

の

み

山

も

入

り
て

み

ん

枝

を

か

は

せ

る

か

げ

は

あ

り

や

と

55

と

あ

る

『

深

養

父

集

小

馬

命

婦

集

（

藤

本

一

恵

氏

木

村

初

恵

氏

私

家

集

全

釈

叢

書

風

間

書

院

平

成

一

一

。

』

24

年

八

月

）

で

は

は

「

長

恨

歌

」

の

「

在

天

願

作

比

翼

鳥

。

在

地

願

為

連

理

枝

」

を

ふ

ま

え

、

小

馬

命

婦

は

女

別

当

へ

の

55
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交

情

を

男

女

の

恋

に

擬

し

て

詠

ん

で

い

る

と

す

る

が

、

こ

こ

は

同

じ

く

白

居

易

「

長

相

思

」

の

「

願

作

遠

方

獸

、

歩

歩

比

肩

行

。

願

作

深

山

木

、

枝

枝

連

理

生

」

を

挙

げ

る

の

が

よ

り

適

切

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

以

降

は

、

詞

書

が

よ

り

妥

当

と

思

わ

れ

る

『

能

信

集

（

～

）

に

よ

れ

ば

、

』

921
991

又

、

返

し

、

馬

こ

そ

わ

れ

ゆ

ゑ

は

は

ち

す

の

上

を

き

て

も

と

へ

あ

は

れ

い

づ

こ

に

君

を

た

づ

ね

む

ま

た

、

返

し

し

は

べ

る

あ

な

う

ら

の

は

ち

す

に

君

が

や

ど

り

せ

ば

な

に

に

か

さ

ら

に

た

づ

ね

ま

ど

は

む

、

「

」

「

」

（

。
『

』

、

と

あ

り

前

者

は

長

恨

歌

の

遂

教

方

士

慇

懃

に

よ

る

私

家

集

全

釈

叢

書

に

指

摘

能

信

集

の

本

文

は

覓

24

増

田

繁

夫

氏

私

家

集

注

釈

叢

刊

７

『

能

信

集

注

釈

』

日

本

古

典

文

学

会

貴

重

本

刊

行

会

平

成

七

年

一

〇

月

に

よ

っ

た

。
）

長

恨

歌

と

浄

土

思

想
が

結

び

付

け

ら

れ

る

、

か

な

り

早

い

例

と

い

え

る

。

『

為

頼

集

（

～

）

の

「

と

し

ご

ろ

あ

ひ

そ

ひ

た

る

人

」

は

為

頼

室

「

は

は

の

女

御

」

は

村

上

天

皇

女

御

荘

子

。

為

頼

』

。

998

の

従

姉

妹

「

契

り

し

こ

と

」

は

女

御

荘

子

が

為

頼

室

と

約

束

し

た

こ

と

（

筑

紫

平

安

文

学

会

著

私

家

集

全

釈

叢

書

『

爲

。

14

頼

集

』

風

間

書

院

平

成

六

年

五

月

。
）

『

赤

染

衛

門

集

』

は

永

祚

元

年

頃

の

作

（

当

時

八

〇

歳

頃

「

お

な

じ

人

」

は

大

江

為

基

。

生

没

年

未

詳

。

平

安

中

989

）
。

期

の

歌

人

。

文

章

博

士

。

三

河

守

を

経

て

摂

津

守

と

な

っ

た

が

、

病

の

た

め

永

祚

元

年

（

）

図

書

権

頭

に

遷

さ

れ

る

。

若

989

い

頃

赤

染

衛

門

と

恋

仲

（

角

田

文

衞

氏

監

修

『

平

安

時

代

史

事

典

』

角

川

書

店

平

成

六

年

四

月

「

薬

王

品

」

と

あ

る

の

）
。

は

『

法

華

経

』

巻

第

七

「

薬

王

菩

薩

本

事

品

第

二

十

三

」

の

「

若

有

女

人

聞

是

薬

王

菩

薩

本

事

品

。

能

受

持

者

。

尽

是

女

身

、
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後

不

復

受

。

若

如

来

滅

後

後

五

百

歳

中

。

若

有

女

人

。

聞

是

経

典

如

説

修

行

。

於

此

命

終

。

即

往

安

楽

世

界

阿

弥

陀

仏

大

菩

薩

衆

囲

繞

住

処

。

生

蓮

華

中

高

宝

座

之

上

」

を

ふ

ま

え

る

（

関

根

慶

子

氏

他

私

家

集

全

釈

叢

書

１

『

赤

染

衛

門

集

全

釈

』

風

間

書

院

昭

和

六

一

年

九

月

。
）

５

後

江

相

公

（

大

江

朝

綱

「

為

左

大

臣

息

女

女

御

四

十

九

日

願

文

（

天

暦

元

年

一

一

月

二

〇

日

）

は

新

間

一

美

氏

「

白

）

」

947

居

易

の

長

恨

歌

ー

日

本

に

お

け

る

受

容

に

関

し

て

ー

（

白

居

易

研

究

講

座

第

二

巻

『

白

居

易

の

文

学

と

人

生

Ⅱ

』

勉

誠

社

」

平

成

五

年

七

月

、

慶

慈

保

胤

「

為

大

納

言

藤

原

卿

息

女

女

御

四

十

九

日

願

文

（

寛

和

元

年

閏

八

月

二

日

）

は

渡

辺

秀

夫

）

」

985

氏

「

願

文

の

世

界

（

平

安

朝

文

学

と

漢

文

世

界

』

勉

誠

社

平

成

三

年

一

月

、

後

江

相

公

（

大

江

朝

綱

「

重

明

親

王

為

」

『

）

）

家

室

四

十

九

日

願

文

（

天

慶

八

年

三

月

五

日

）

は

柿

村

重

松

氏

新

修

版

『

本

朝

文

粋

注

釈

（

富

山

房

昭

和

四

三

年

」

』

945

九

月

）

を

そ

れ

ぞ

れ

参

照

し

た

。

鴻

「
長

恨

歌

伝

」
、
宋

楽

史

「
楊

太

真

外

伝

」
、
「
長

恨

歌

序

」

な

お

、

本

論

の

「

長

恨

歌

」

と

は

、

白

居

易

「

長

恨

歌

、

唐

陳

」

の
一

群

を
指

し
て
言

う

。

他

に

、

平

安

中

期

の

「

長

恨

歌

」

の

物

語

の

流

行

を

示

す

も

の

と

し

て

は

、

説

話

集

で

は

『

注

好

選

』

漢

皇

涕

密

契

第

一

、

百

一

が

あ

る

。

６

以

下

『

源

氏

物

語

』

の

本

文

は

、

す

べ
て

小

学

館

の

新

古

典

全

集

に

よ

る

。

、

７

『

源

氏

物

語

と

白

樂

天

（

岩

波

書

店

平

成

九

年

七

月

。

』

）

８

丸

山

キ

ヨ

子

氏

『

源

氏

物

語

と

白

氏

文

集

（

東

京

女

子

大

学

学

会

昭

和

三

九

年

）

な

ど

。

』

９

渡

辺

秀

夫

氏

『

詩

歌

の

森

「

露

（

大

修

館

書

店

平

成

七

年

五

月

。

』

」

）
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寺

井

泰

明

氏

『

花

と

木

の

漢

字

学

（

あ

じ

あ

ブ

ッ

ク

ス

大

修

館

書

店

平

成

一

二

年

六

月

）

』

１０

松

浦

友

久

氏

編

『

漢

詩

の

辞

典

（

大

修

館

書

店

平

成

一

一

年

一

月

、

佐

藤

保

氏

『

漢

詩

の

イ

メ

ー

ジ

（

大

修

館

書

店

』

）

』

１１

平

成

四

年

一

〇

月

、

植

木

久

行

氏

『

唐

詩

歳

時

記

（

講

談

社

学

術

文

庫

平

成

七

年

八

月

、

寺

尾

義

雄

氏

『

中

国

文

化

伝

）

』

）

来

事

典

（

河

出

書

房

新

社

新

装

新

版

平

成

一

一

年

一

月

）

』

夫

婦

の

意

と

し
て

の

「

同

心

」

の

用

例

は

、

亡

室

追

善

の

願

文

類

に

頻

出

す

る

。

１２

「

合

歓

之

交

漸

久

、

同

心

之

儀

既

旧

。

左

大

臣

殿

為

亡

室

「

斉

眉

之

礼

不

軽

、

同

心

之

儀

是

思

。

実

家

左

衛

門

」
、

督

為

亡

室

「

二

十

年

合

歓

同

心

儀

年

旧

。

左

衛

門

督

為

亡

室

修

善

「

合

歓

思

未

変

、

自

少

至

壮

。

同

心

儀

不

改

、

当

」

」
、

暮

春

下

旬

。

前

伊

賀

守

仲

範

入

道

為

亡

室

修

善

「

夜

帳

暁

窓

所

期

者

百

年

之

偕

老

、

春

風

秋

月

所

契

者

一

生

之

同

心

。

」
、

右

大

将

顕

忠

亡

室

七

七

日

天

徳

二

年

（9
5
8

「

同

心

之

好

星

霜

二

十

有

三

、

遺

体

之

孤

男

女

一

十

余

二

。

左

少

将

源

）
」
、

朝

臣

応

和

四

年

（

）

三

月

」

以

上

、

金

沢

文

庫

本

『

言

泉

集

』

亡

夫

帖

・

亡

妻

帖

「

合

歓

昔

扇

、

生

解

脱

清

涼

之

964

。

風

。

同

心

夜

衾

、

破

妄

相

顛

倒

之

夢

」

巻

二

前

女

御

道

子

逆

修

願

文

「

合

歓

同

心

之

結

芳

契

也

」

巻

五

讃

岐

前

司

。

、

。

室

家

多

宝

塔

「

同

心

合

歓

之

契

、

於

今

永

絶

。

孤

夢

再

会

悲

、

歴

歳

難

忘

」

巻

五

奉

為

故

博

陸

殿

室

家

被

供

養

自

筆

、

。

法

華

経

願

文

、

以

上

『

江

都

督

納

言

願

文

集

。
』

「

合

歓

」

と

の

対

句

が

多

い

の

は

、

班

の

合

歓

扇

と

趙

飛

燕

の

同

心

扇

の

故

事

を

ふ

ま

え

た

、

佚

存

叢

書

『

李

雑

鹸

机

仄

詠

「

扇

」

の

「

還

取

同

心

契

、

特

表

合

歡

情

」

や

『

遊

仙

窟

』

十

娘

の

「

合

歓

遊

璧

水

、

同

心

侍

華

」

の

影

響

で

あ

』

、

闕

ろ

う

。

渡

辺

秀

夫

氏

願

文

の

世

界

平

安

朝

文

学

と

漢

文

世

界

第

四

篇

勉

誠

社

平

成

三

年

一

月

小

峯

和

明

氏

江

「

」
（
『

』

）
、

「
『

１３
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都

督

納

言

願

文

集

』

の

世

界

一

～

五

（

中

世

文

学

研

究

』

一

三

～

一

七

、

後

藤

昭

雄

氏

「

文

は

、

願

文

・

表

・

博

士

の

」

『

）

申

文

（

和

漢

比

較

文

学

叢

書

』

汲

古

書

院

平

成

五

年

一

〇

月

、

拙

稿

「

造

寺

供

養

願

文

の

世

界

（

和

漢

比

」

『

）

」

『

１２

較

文

学

叢

書

』

平

成

六

年

八

月

）

な

ど

。

１８

他

に

、

重

文

「

観

世

音

寺

天

蓋

光

心

銅

鏡

拓

影

」

に

は

数

種

の

祥

瑞

が

描

か

れ

る

が

、

中

に

「

合

歓

蓮

」

と

あ

る

の

は

こ

１４

の

「

同

心

蓮

」

の

こ

と

を

指

す

。

な

お

、

同

鏡

に

は

「

同

心

鳥

」

と

い

う

も

見

え

る

（

以

上

、

新

間

一

美

氏

の

ご

教

示

に

よ

る

。
）

検

索

に

は

国

文

学

研

究

資

料

館

「

日

本

古

典

文

学

本

文

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

（

実

験

版

（

岩

波

書

店

旧

版

『

日

本

古

典

文

）
」

１５

学

大

系

』

所

収

全

作

品

、

荒

山

慶

一

氏

「

中

世

軍

記

物

語

（

Ｊ

ー

Ｔ

Ｅ

Ｘ

Ｔ

日

本

文

学

学

術

的

電

子

http://w
w

w
.nijl.ac.jp

）

」

図

書

館

）

を

利

用

さ

せ
て

い

た

だ

い

た

。

http://w
w

w
.j-text.com

/

佐

々

木

久

春

氏

「

死

と

愛

ー

『

曾

根

崎

心

中

』

を

支

え

る

も

の

（

近

松

文

芸

の

研

究

』

泉

書

院

平

成

一

一

年

二

月

）

」

『

１６

本

論

は

、

第

回

和

漢

比

較

文

学

会

（

西

部

）

例

会

（

平

成

一

三

年

一

一

月

一

〇

日

於

甲

南

女

子

大

学

）

で

口

頭

発

表

し

73

た

の

を

も

と

に

成

稿

し

た

も

の

で

す

。

席

上

ご

教

示

頂

い

た

新

間

一

美

氏

、

本

間

洋

一

氏

に

心

よ

り

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

、

口

頭

発

表

に

先

立

ち

ま

し

て

、

北

海

道

説

話

文

学

研

究

会

の

メ

ン

バ

ー

、

川

上

徳

明

氏

、

萩

原

正

樹

氏

、

林

晃

平

氏

よ

り

貴

重

な

ご

助

言

を

賜

り

ま

し

た

。
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資

料

１

こ

の

よ

に

は

人

ご

と

し

げ

し

こ

む

よ

に

も

あ

は

ん

か

な

ら

ず

い

ま

な

ら

ず

と

も

／

こ

ん

よ

に

も

は

や

な

り

な

な

ん

め

の

ま

へ

に

つ

れ

な

き

ひ

と

を

む

か

し

と

お

も

は

む

／

う

つ

せ

み

の

よ

の

ま

た

の

よ

に

む

ま

れ

て

も

お

も

は

ん

な

か

は

た

え

じ

と

ぞ

思

ふ

／

こ

の

よ

に

て

君

を

み

る

め

の

か

た

か

ら

ば

こ

ん

よ

の

あ

ま

と

な

『

古

今

六

り

て

か

づ

か

ん

帖

』

五

～

高

田

（

こ

の

よ

に

も

あ

は

ず

な

り

3127

女

王

な

ば

こ

ん

よ

に

も

あ

は
ん

か

な

ら

ず

に

し

の

じ

よ

う

ど

に

長

恨

歌

の

御

屏

風

亭

子

院

に

『

古

今

六

帖

』

五

藤

は

ら

せ

給

ひ

て

其

の

所

々

を
3131

原

忠

房

）

と

ま

せ

給

ひ

け

る

御

手

に

て

（

略

）

帰

来

て

君

お

も

ほ

ゆ

る

蓮

葉

に

涙

の

玉

と

置

き

ゐ

で

ぞ

見

る

／

月

も

日

も

七

日

の

夜

の

契

を

ば

聞

き

し

程

に

も

又

ぞ

忘

れ

ぬ

／

木

に

も

生

ひ

ず

羽

も

並

べ

て

何

し

か

も

波

路

隔

て

君

も

聞

覧

『

伊
勢

集
』

養

在

深

窓

、

外

人

不

識

。

蕙

心

春

浅

、

未

及

二

八

之

齢

。

蘭

質

秋

生

き

て

の

世

死

に

て

後

の

深

、

初

備

三

千

之

列

。

常

念

、

一

家

之

子

孫

、

付

門

戸

於

其

顧
、

満

後

の

世

も

羽

を

交

わ

せ

る

鳥

園

之

草

木

、

期

栄

枯

於

彼

恩

。

楽

未

央

哀

先

至

、

福

漸

始

禍

早

成

。

と

な

り

な

む

／

あ

き

に

な

る

（

略

）

漢

宮

入

内

之

夜

、

傍

花

輦

而

成

歓

（

略

）

綿

綿
此

恨

、

生

言

の

葉

だ

に

も

変

ら

ず

は

わ

。

生

何

忘

（

略

）

今

弟

子

揮

涕

、

欲

開

九

品

於

西

極

楽

之

地

。

今

日

れ

も

交

せ

る

枝

と

な

り

な

む

。

一

念

、

於

是

而

尽

。

為

左

大

臣

息

女

女

御

四

十

九

日

願

文

後

江

『

村

上

御

集

『

大

鏡

』

』

。

。

。

。

師

尹

『
童

蒙

』

（

又

、

返

し

、

馬

こ

そ

わ

／

弟

子

有
一

息

女

最
所

鍾

愛

也

素

思
進

燕

寝

不

欲

混

俗

塵

相

公

翫

。
弘

徽

之

秋

月

、
夜

永

不

許

独

れ

ゆ

ゑ

は

は

ち

す

の

上

に

き

て

（

略

）

清

涼

之

春

花

、

日

遅

或

賜

共
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弟

子

欲

訪

旅

魂

而

未

由

、

故

図

金

人

以

為

使

。

将

通

音

信

而

も

と

へ

あ

は

れ

い

づ

こ

に

君

を

看

。
（
略

）

無

便

、

兼

写

宝

偈

以

代

書

（

略

）

弟

子

早

引

幽

霊

。

偏

在

極

楽

。

弥

た

づ

ね

む

／

ま

た

、

返

し

し

。

陀

尊

之

設

蓮

台

。

望

上

品

又

仰

下

品

為

大

納

言

藤

原

卿

息

女

女

は

べ

る

あ

な

う

ら

の

は

ち

す

矣

。

御

四

十

九

日

願

文

慶

慈

保

胤

猶

添

窓

中

恋

古

之

恨

。

鴛

鴦

衾

空

。

に

君

が

や

ど

り

せ

ば

な

に

に

か

／

向

旧

枕

而

湿

袂

（

略

）

以

此

恵

業

、

訪

彼

幽

霊

。

仰

願

功

徳

池

上

、

さ

ら

に

た

づ

ね

ま

ど

は

む

『

能

。

結

妙

果

於

開

示

之

蓮

、

安

楽

界

中

、

挙

覚

花

於

弥

陀

之

樹

。

重

明

親

信

集

『
小

馬
命

婦

集

）

』

』

王

為

家

室

四

十

九

日

願

文

後

江

相

公

以

上

『

文

粋

』

巻

第

十

四

（

と

し

ご

ろ

あ

ひ

そ

ひ

た

る

ふ

る

事

は

か

た

く

な

る

と

化

煙

之

跡

難

遂

、

指

星

之

誓

已

違

。

蓮

失

同

心

、

相

対

之

花

不

見

。

鳥

人

な

く

な

り

わ

た

る

こ

ろ

、

中

、

。

（

）

も

か

た

み

な

る

あ

と

は

い

離

比

翼

争

啼

之

雛

空

遺

参

議

雅

信

為

亡

室

天

暦

八

年

つ

か

さ

の

宮

の

は

は

の

女

御

の

954

ま

こ

む

世

に

も

わ

す

れ

じ

八

月

『

言

泉

集

』

亡

夫

帖

・

亡

妻

帖

御

も

と

よ

り

こ

の

世

に

て

契

り

し

こ

と

を

あ

ら

た

め

て

は

ち

『

道

信

集

』110

ち

ぎ

り

あ

り

て

こ

の

よ

す

の

う

へ

の

露

と

む

す

ば

ん

に

ま

た

は

う

ま

る

と

も

お

『
為

頼

集

）
』

も

が

は

り

し

て

み

も

や

わ

す

れ

む

『

後

拾

遺

』

四

実
方

566こ

の

世

に

は

つ

ら

き

心

も

知

り

は

て

ぬ

契

り

し

の

ち

の

世

を

も

見

て

し

が

『

う

つ

ほ

物

語

』

い

に

し

へ

と

け

ふ

と

の

こ

と

を

は

し

に

つ

け

の

ち

（

お

な

じ

人

わ

ず

ら

ひ

し

こ

の

世

ま

で

に

お

も

ひ

わ

た

ろ

、

薬

王

品

を

手

づ

か

ら

書

き

ら

ん

『

兼

澄

集

』

て

「

こ

れ

形

見

に

み

よ

。

苦

106

長

恨

歌

、

当

事

好

士

和

、

し

き

を

念

じ

て

な

む

書

き

つ

歌

よ

み

し

に

、

十

首

、

た

な

は

た

や

し

ら

は

し

る

る

。

後

の

世

に

か

な

ら

ず

み

ち

ら

む

あ

き

の

夜

の

な

か

き

契

び

け

」

と

い

ひ

た

り

し

に

此

は

き

み

も

わ

す

れ

し

『

道

世

よ

り

後

の

世

ま

で

と

契

り

つ

済

集
』

る

契

り

は

さ

き

の

世

に

も

し

て

或

人

の

長

恨

歌

楽

府

の

な

け

り

／

返

し

た

め

も

と

程

か

に

、

あ

は

れ

な

る

こ

と

を

遠

き

此

の

世

を

さ

し

て

い

に

し

え

ら

び

い

だ

し

て

、

こ

れ

が

へ

に

た

れ

こ

と

づ

て

し

て

ま

づ

『

』
）

こ

こ

ろ

ば

へ

を

廿

首

よ

み

て

契

り

け

ん

赤
染

衛
門

集

（

優

婆

塞

が

行

ふ

道

を

し

る

べ

お

こ

せ

た

り

し

に

（

略

）

に

て

来

む

世

も

深

き

契

り

た

が

た

づ

ね

ず

は

い

か

で

か

し

ら

）

む

わ

た

つ

う

み

の

波

間

に

み

ふ

な

『

源

氏

』

夕

顔

ゆ

る

く

も

の

み

や

こ

を

／

か

契

り

お

か

む

こ

の

世

な

ら
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つ

み

る

に

あ

か

ぬ

な

げ

き

も

で

も

蓮

葉

に

玉

ゐ

る

露

の

心

へ

あ

る

も

の

を

あ

ふ

よ

ま

れ

な

だ

つ
な

（

若

菜

下

）

る

た

な

ば

た

ぞ

う

き

（

以

は

ち

す

葉

を

お

な

じ

台

と

契

下

略

）

り

お

き

て

露

の

わ

か

る

る

今

日

同

長

恨

歌

に

あ

は

れ

な

る

ぞ

か

な

し

き

／

へ

だ

て

な

く

は

事

あ

り

し

を

か

き

い

で

て

、

ち

す

の

宿

を

契

り

て

も

君

が

こ

歌

十

六

を

よ

み

く

は

へ

て

や

こ

ろ

や

す

ま

じ

と

す

ら

む

（

鈴

る

お

ぼ

ろ

け

の

ち

ぎ

り

の

虫

『
源

氏

』

）

ふ

か

き

ひ

と

と

ぢ

や

は

ね

を

な

ら

ぶ

る

身

と

は

な

る

ら

む

／

さ

し

か

は

し

ひ

と

つ

枝

に

と

ち

ぎ

り

し

は

お

な

じ

み

や

ま

の

ね

に

や

あ

る

ら

む

さ

き

だ

ち

し

よ

そ

に

な

る

と

も

『

大

弐

高
遠

集

』

か

の

き

し

の

は

ち

す

の

う

へ

は

つ

ゆ

も
へ

だ

て

じ

『

下

野

集
』

あ

り

し

こ

そ

限

り

な

り

け

れ

あ

ふ

事

を

な

と

の

ち

の

よ

と

ち

き

ら

さ

り

け

ん

538

『

』

後

拾

遺

十

哀

傷

源

兼
長


